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図 1 1990年度平城宮内発掘調査位置図 (1:10000)

表 1 1990年 度 平城宮跡発掘調査地一覧

調査次数 調 査 地 区 地区名 面積 (言 ) 調 査 期 間 調査担当者 備 考 掲載頁
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東院地区東辺

平城宮北方遺跡
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兵部省の調査 (1) 第 205次

1 はじめに

いわゆる第二次朝堂院地区の朝集殿院の南側、壬生門内の東西に対称に配され

た官行のうち、西側の官衡については、 これまでの数次にわたる調査によって、

律令制八省の一つの兵部省であることが判明し、その構造も明らかになってきた。

これまでの調査の概略を述べると、まず1985年 の第167次 調査で兵部省を囲む

築地の南東隅部分を検出し、ここに役所の区画があることが判明 した。ついで1987

年の第175次調査では、西面築地と西門、礎石建物 3棟 (北 西建物・ 西第一堂 。西

第二堂北妻)、 及び役所を南北に区画する東西塀を、 また1989年 の第206次調査

では、東面築地と東門、礎石建物 3棟 (北 方建物 。東第一堂・東第二堂)な どを

検出した。

これらの成果により、区画の北辺に東西棟 3棟 を配 し、 これとは区画塀で区切

られた南側に、中央の広場を狭んで東西に 2棟ずつの南北棟が並ぶという左右対

称の南に開いたコの字形の配置をとること、 しかも建物が全て礎石建ちという極

めて格式の高い一郭を構成すること、また、区画の東西規模 は約74.5mで、250

157'に

区 2 第205・ 214・ 216・ 220次調査位置図

―
労
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小尺の寸法で計画されたことなど、省クラスの役所 としては初めてその全貌が明

らかになりつつある。

今回の調査区は、兵部省の区画を縦断する道路の西側、第175次 調査区の南側

にあたり、西第二堂を中心 とする兵部省南西部、及び兵部省 とSD3715(い わゆ

る第一次朝堂院地区といわゆる第二次朝堂院地区の間を南流する中央大溝)と に

狭まれた地域の利用状況の解明をめざしたものである。北側は第175次調査区と、

また西側は第157次 調査東区とそれぞれ一部重複する。調査 は1990年 1月 8日 に

開始 し、 7月 31日 に終了 した。

2 基本層序及び整地

調査区の基本的な層序は、上から表土及び整備盛±10～ 40cm、 旧水田耕作±10

～25cm、 床± 5～ 15cm、 遺物包含層 傑褐ないし黄灰砂質粘土)5～ 10cmと 続き、

ついで旧水田耕作土の表面から30～ 50cmで 遺構検出面である奈良時代の整地層な

いし古墳時代の遺物包含層に達する。

調査区内の西から五分の二ほどでは、旧水田耕作上の表面から40～ 50cmほ どで

古墳時代の遺物包含層である暗灰褐砂質粘土層、さらに20～ 30cmほ どで灰褐砂の

地山に達する。地山は西端のSD3715の 際が最 も高 く、東に向かって緩やかに傾

斜するが、兵部省西面築地西側のY=-18435ラ イン付近か ら急激に落ち込んで

おり、調査区の東五分の三では、暗灰粘土の地山まで旧水田耕作土の表面から100

～120cmあ る。兵部省の南西部はもとは低湿地状になっていたものと考えられる。

奈良時代の整地層は、概ね三期に分けられる。第一次整地は、前述の低湿地帯

を埋める整地である。灰白色の粘質土の混 じった暗灰粘質土 (下 層)と 暗灰褐粘

質土 (上 層)の二層があり、いずれの層も若千の瓦を含む。 この二層の整地は一

連の仕事 と考えられ、第175次 調査の所見の第一次整地がこの整地にあたる。

第二次整地は、第一次整地によってほぼ平 らになった上に施 した灰褐砂質土に

よる整地で、20～ 30cmの 厚さがある。第175次 調査の所見の第二次整地がこれに

あたり、今回の調査区内では兵部省区画外を含めてほぼ全面に整地が認められた。

なお、第一次整地と第二次整地の時期差の有無については、明確な知見は得 られ
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なかったが、第一次整地層の上面から掘形を掘 って柱を建てる区画塀の工法 (後

述)か ら考えると、第一次整地と第二次整地 は一連のものである可能性が高い。

兵部省は、区画内西部の低湿地帯をまず粘質の土で埋めた後、さらに区画外をも

含めて全面に砂質の上で整地 した上で造営されたのである。

第三次整地は、兵部省区画内のみにみられる灰色砂質土による整地で、後述の

ように築地に片庇廊を設ける際に、区画内全面を整地 し直 したときのものと考え

られる。厚さは 5～ 10cmで あるが、区画内西半部ではあまり残 りがよくない。

3 遺  構

検出した遺構は、兵部省建物建設以前のもの (下 層遺構)と しては、南面大垣

に先行する平城宮南面の区画施設 と考え られ るSA1765と その南北両雨落溝、中

央大溝SD3715の 東側の南北廊とその東雨落溝、兵部省下層の南北溝 3条 があり、

兵部省に伴 うもの (上 層遺構)と しては、南面築地 とその南北両雨落溝、南面築

地下の暗渠 2箇所、西面築地とその東西両雨落溝、西面築地基底部の堰板を止め

る添柱痕跡、兵部省西第二堂とその東西両雨落溝、南面築地片庇廊とその雨落溝、

西面築地片庇廊とその雨落溝、兵部省中央広場内の上坑などがある。以下、時期

ごとに順次概要を述べる。

A 奈良時代前期、兵部省建物建設以前

SA 1765 宮南面大垣の北約16mの 位置にある掘立柱東西塀。第16・ 122・ 157・

167・ 206次調査で既に検出 し、朱雀門の東か ら壬生門の西まで続 くことが判明

しているものの一部で、今回新たに 7間分確認 した。南北両雨落溝 とともに、調

査区西半部の兵部省区域外で、整地土 (第 二次整地土)を一部除去 して、古墳時

代の遺物包含層である暗灰褐砂質粘土層の上面で検出した。また、調査区東端で

も柱穴 1個を確認 している。掘形は東西150cm、 南北90～ 130cmの 長方形で、現

状の深さは80～ 120cmあ り、柱抜取痕跡が認められる。柱間は約2.85m(9尺 5

寸)あ り、第157次 調査所見の 9尺よりは広い。調査区東端で検出 した柱穴 も考

慮すると、柱間は平均2.88mと なる。

SD 13940 SA 1765の 柱筋 か ら北約190 cmの 位置 にある幅90～ 100 cm、 深 さ30
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～40cmの 素掘 りの溝である。既 に第157次 調査東区で検出 しているもの (SD

l1702)の 続 きで、SA1765の 北雨落溝 と考え られる。調査区東端では兵部省造

営工事によって削平されたためか、SD13945と ともに確認できなかった。

SD 13945 SA1765の 柱筋か ら南約190cmの 位置 にある幅90cm、 深 さ30～ 40cm

の素掘 りの溝で、 SA 1765の 南雨落溝 と考え られる。第157次 調査では確認で き

なかったが、第 16・ 122次 調査で宮内道路 SF 1761の 北側溝 としてその両端を検

出 した溝 (SD 1764)と 一連のもので、SA 1765に 対応 して朱雀門の東か ら壬生

門の西まで続 くことがほぼ確実 になった。兵部省南面築地 SA124001よ 、 ほぼS

D13945の 直上に造営されている。

SS 13950 0 13955 下 層 東 西 塀 SA 1765の 柱 間 中央 部 の北 (SS 13950)及 び

南 (SS 13955)に 柱筋 か ら220～ 240 cmを 隔 て て並 ぶ足場 穴列 で、 SD 13940

及 びSD 13945の 底 で検 出 した。 第157次 調査 で検 出 した SS l1730と 一連 の も

のである。同調査区では、溝が削平されていたため、足場穴のみ検出できたので

あろう。調査区東端でも、南北それぞれ 1個ずつの柱穴を確認 した。

なお、本年度の第216次 調査において、東西塀 SA1765・ 北雨落溝SD 13940・

南雨落溝SD 13945が朱雀門の東か ら壬生門の西 まで続 くだけでな く、壬生門の

東か ら新たに同様の南北両雨落溝を伴 った東西塀SA14400が始 まることを確認

している (本 概報28～ 35頁 参照)。

SC l1700 第 157次 調査東 区 において、 中央大溝SD 3715の 東岸 に10尺 等間 の

掘立柱南北塀SAl1700を 検出 していたが、今回その北延長部 4間分、及びこの

東10尺 の位置にあり柱筋を揃える10尺等間の南北塀を新たに検出 した。 これは南

北 150cm、 東西120cm、 現状での深 さ100～ 120cmに 及ぶ掘形をもち、柱痕跡 は

な く、明確な抜取穴 も認め られないなど、既検出のSAl1700の 柱穴 とよ く似 た

特徴を もつ。 また、南端の柱穴 はSA1765の 柱穴 と切 り合いがあり、 SA1765よ

りも新 しいことがわかる。 これはSAl1700と SA 1765の 切 り合 い関係 とも一致

する。 このような所見の類似や位置関係か らみて、今回検出 した南北塀 は、SA

l1700と ともに梁間10尺 の単廊を形作 っていた と考え られ るので、 SC l1700と
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する。

第157次 補足調査の所見では、 SA l1700 1ま 南面大垣SA 1200建 設 の際 に取 り

壊 されたと考え られており、今回単廊であることが判明 したSCl1700も その性

格はなお不明である。なお、中央大溝SD3715は その東岸のみを検出 し、主 とし

て下層の黒灰粘土層から多数の瓦が出土 した。

SD 13985 SCl1700の 東側柱筋の東約 3m(lo尺 )の 位置にある素掘 りの南北

溝。幅80～ 100cm、 深さ10～ 20cmo SCl1700の 東雨落溝であろう。

SD 12998 第175次調査で検出 した兵部省建物建設以前の奈良時代の素掘 りの

南北溝で、今回その延長部分を三箇所で確認 した。後の兵部省西第二堂SB12980

の西側柱の位置を南流 し、兵部省の区画を越えてさらに南流する。幅150cm、 深

さ30cmで、第一次整地層の上面から掘り込んでいる。第一次整地と第二次整地は、

前述のように一連のものである可能性が高いので、SD12998は後述のSD 13900。

13905と ともに、兵部省建設工事に伴 う排水用の溝 と考え られる。

SD 13900 兵部省建物建設以前の奈良時代の素掘 りの南北溝で、三箇所で確認

した。後の兵部省西第二堂SB 12980の 東側柱筋か らわずかに東 に寄 った位置を

南流する。幅30～ 60cm、 深さ20cmで 、第一次整地層の上面から掘 り込んでいる。

もともと後の兵部省の区画を越えてさらに南流 していたが、兵部省建物建設時に、

西第二堂の東雨落溝SD 12995の 排水路 として利用 され、兵部省南面築地下 には

暗渠SX13850が 設けられた。

SD 13905 後の兵部省西面築地SA 13030直 下やや西 よ りの、 地 山が西か ら東

に急激に下がる部分で検出した奈良時代の南北溝。第一次整地層の途中か ら掘 り

込んでいる。幅170cm、 深さ70cmあ り、木屑や檜皮を含んでいた。調査区の南端

と北端ではその行方を確認できなかったので、土坑の可能性 もある。

SX 13937 片庇廊 SC 13915の す ぐ東側で、第一次整地層上面 で検 出 した、 10

尺の間隔で南北に並ぶ柱穴。南のものは柱根が残る。上層建物 との明確な位置の

対応関係はみられない。建物の一部と考えられ、第一次整地層の面に下層遺構が

存在する可能性を示唆するが、建物としてまとまる遺構は検出できなかった。
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B 奈良時代後期 (1)

SA 12400 兵部省南面築地。 第 122・ 167・ 206次 調査で検 出 した ものの西延

長部分にあたる。残存基底幅は2.4m、 積上が40cmほ ど残る。堰板抜取痕跡から

築地本体の幅は1.5m(5尺)に 復原できる。従 って、第206次調査において東

面築地 SA18720基 底部で検出 した柱列〈及 び西面築地SA 13030基 底部で今回

検出 した後述のSS13890・ 13895は 、添柱の痕跡だ った ことになる。 なお、後

に片庇廊SC13910が 付設される。

SD 13840 南面築地 SA 12400の 南雨落溝。 幅100～ 120 cm、 深 さ20～ 30 cm。

築地心からの距離は190～ 200cm、 西に行 くに従 って、次第に不明瞭になる。

SD 13855 南面築地SA 12400の 北雨落溝 の うち、西第一堂 と西第二堂 の東雨

落溝SD 12995以 東 の部分。 西流 して SD 12995 1こ 注 ぐ。 築地心 か ら1.7～ 1.8

m(6尺 )北 の位置にある。幅40cm、 深さ20cm。 後に片庇廊SC13910付設に伴

う第二次整地によって埋め立てられ、SD138651こ 付け替えられる。

SD 13860 南面 築地 SA 12400の 北 雨落溝 の うち、 SD 12995以 西 の部 分。 北

側は凝灰岩で護岸 している。西第二堂の西雨落溝 SD 13870と 東雨落溝 SD 12995

IX―145,980

o                                 5m

‐ 兵部省築地 。S A 1765日■■ 片庇廊雨落溝  饉隠騒築地堰板溝  匡垂畳築地雨落溝

■■1第二次整地土 園園囲第二次整地上 に規鰯遺物包含層

図3 SA1765と 兵部省遺構の関係 (東壁断面)

■■1第一次整地上



を結ぶ。 築地心 か らの距離 は、 SD 13855と 同 じと。7～ 1.8mで ぁ るが、 幅 は70

～80cmと 広 く、深さも20～30cmあ る。後の片庇廊の付設に伴い、西面築地東側の

排水を も集めることになったためであろう。

SA 13030 兵部省西面築地。 第175次 調査 で検 出 した ものの南延長部分 にあた

る。残存基底幅 は1.8m、 積上 が15cmほ ど残 る。後 に片庇廊 SC 13915(西 門以

南)・ 13925(西 門以北 )が付設 され る。

SS 13890・ 13895 兵 部 省 西 面 築 地 SA 13030基 底 部 上 で検 出 した添 柱 列 。 築

地 の東 側 (SS 13890)と 西 側 (SS 13895)に 1.9～ 2.4mの 柱 間 で 並 ぶ。 対

になるものの距離 は内法で1.5mあ り、 これが築地本体の幅 となる。

SD 13875 西 面 築 地 SA 13030の 東 雨 落 溝。 築 地 心 か らの距 離 は1.7～ 1.8m

(6尺 )、 幅50cm、 深 さ10cmで、一部途切れる箇所がある。両側に幅30cm、 深 さ15

cmの 溝 SD 13928・ 13929を 伴 うが、 これ はSD 13875を 護 岸 した石 の抜 取 穴 の

痕跡 か。 南面築 地 SA 12400を 木樋 を伴 う暗渠 SX 13880で 抜 け る。 後 に片 庇 廊

SC 13915。 13925付 設 に伴 う第 二 次 整 地 に よ って埋 め立 て られ、 SD 13010に

付 け替え られた。

SD 13025 西 面 築 地 SA 13030の 西 雨 落 溝。 築 地 心 か らの距 離 は1.7～ 1.8m

(6尺 )、 幅90cm、 深 さ20cm。

SB 12980 兵 部 省 西 第 二 堂。 第 175次 調 査 で検 出 した西 第 一 堂 SB 12990と 柱

筋を揃えて建つ南北棟礎石建物で、周囲に溝が巡 る。北妻 は既 に同調査で確認 し

ている。桁行 5間、総長20.7m、 梁間 2間、総長 6m、 桁行 は14尺等間、梁間 は

10尺 等間 に復原で きる (な お、 第 175次 調査 で 9尺 に復原 して い る西第一堂 SB

12990の 梁 間 は、 今 回 の成果 か ら10尺 に復 原 で き、 東第 一 堂 SB 13750と 同規 模

であった と考え られ る)。 第一堂 との間隔 は11.4m(38尺 )を 測 る。基壇 の規模

は、現状で南北23.lm、 東西 9mで、茶灰褐砂質上の基壇土が約 10cm残存す る。

基壇 の東 西 に縁石 の抜取跡 (東 側 SX 13858・ 西側 SX 13859)が あ り、 50cm程

度の玉石を一段ない し二段積んで化粧を した基壇であった ことが知 られる。礎石

は全て原位置か ら動かされ、土坑に落 とし込 まれているが、根石が原位置 に若干
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残るものが多い。礎石据付掘形は、一辺 1～ 1.2mの 方形で、現存深さは約30cm

である。

なお、東側柱の南から3つ めの礎石据付掘形から、平城宮式鬼瓦 Ⅱ A2が 出土

した。昨年度の第206次調査でも、兵部省東第二堂の礎石据付掘形か ら平城宮式

鬼瓦 I A2(図 15)や 軒平瓦6663Cが 出土 しており、兵部省の礎石建物の建設が

天平よりも前には遡 らないことが確実になった。

SD 12995 西第一堂・ 第二堂 の東雨落溝 を連 ねて南流 し、 築地下 の暗渠 SX

13850へ と導 く幅50cmの玉石組の南北溝。東側石の残 りはよい。南部は下層の南

北溝SD13900を そのまま利用 して排水 している。

SD 13870 西第一堂 。第二堂の西雨落溝を連ねて南面築地際まで南流 し、凝灰

岩で護岸 した東西溝SD 13860に 接続、 さ らに東流 してSD 12995に 注 ぎ込 む。

東雨落溝とは異なり、玉石組の痕跡はない。なお、西第二堂北西隅より北では、

削平により、はっきりしない。

SA 13920 西 第 二 堂 北 妻 と西 面 築 地 を結 ぶ 掘 立 柱

東西塀。 4間分確認 した。柱間は西か ら2.55m、 3m、

2.7m、 3mで 、8.5～ 10尺 に相当す る。東第二堂 の

北 妻 と東 面 築地 を結 ぶ掘 立 柱 東 西 塀 SA 13787と 左

右対称の位置関係にあるが、扉日の痕跡等 は確認で き

なか った。西か ら2番 めの柱穴 は柱根を残 し、 その所

見によれば、 まず第一次整地層の面か ら掘形を掘 って
図 4 SA13920柱穴模式図

柱を立て、次に柱の回りに根固めの上盛 りを行ない、そのあとで第二次整地を行

なうという工程をとったことがわかった。 これは一連の造営工事に伴 うものと考

え られるが、SA13920自 体が もともと下層遺構に伴 うものであった可能性 は残

る。兵部省内の区画塀は基本的には同じ工法による。

SX 13850 西第二堂 の東 雨落溝 SD 12995か ら南面築地 SA 12400の 南側 へ排

水するための暗渠。下層南北溝SD 13900の 流路をそのまま利用 している。木樋

の痕跡を残す。
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SX 13880 西面 築地 の東 雨落溝 SD 13875か ら南面 築地 SA 12400の 南 側 へ排

水するための暗渠。幅25cm、 長さ5,7mに 及ぶ一木をくりぬいた木樋が置かれて

いた。深 さは 8～ 9 cmあ る。片庇廊SC13915・ 18925建設 に伴 って、第二次整

地上で埋められた。

SK 13930 西第一堂から西第二堂にかけての東側の広場部分に掘 られた土坑で、

大量の瓦、及び凝灰岩が投棄されていた。第二次整地上の面か ら掘 られており、

第二次整地を行なって片庇廊を付設する際の造営工事に伴 うものか。

C 奈良時代後期 (2)

基本的な建物配置は変わらないが、築地に片庇廊を付設するのに伴い、新たな

整地を行ない (第 二次整地)、 溝の付け替え等を行なう (図 6参照。兵部省南東

部分の溝の変遷 も、兵部省東西中軸線を狭んで左右対称になるが、基本的な構造

は同じ)。 東門を八脚門に建て替えるのもこの時であろう。

SC 13910 兵部省南面築地SA 12400に 設 け られた片庇廊 の うち、南門 (未 確

認)以西の部分。当初の南面築地雨落溝 SD 13855を 第二次整地で埋めて基壇を

造成 し、礎石を据えている。今回原位置で礎石を 3個検出した。一辺60cmほ どの

上面の平 らな花南岩を用いている。第206次調査の所見か らみて道路下 にあと 2

個礎石があると考えられ、南門の取 り付きを除いて全部で 4間 か。柱間は10尺等

SD13010

兵部省南西隅の溝の変遷



間、築地心からの出は3.2m(11尺)で ある。礎石据付掘形は現状で10cm程度 と

浅 く、根石 も用いていない。北雨落溝SD 18865の 位置からみて軒の出は 4尺か。

兵部省と壬生門を狭んで対称の位置にある式部省では、南面の片庇廊は南門の東

西各 5間で、第二堂の南側まで延びるが、兵部省の場合、第二堂の広場側の雨落

溝がそのまま南流するので、 5間 とは考えにくい。

SD 13865 片庇廊SC13910の 北雨落溝。 幅40cm、 深 さ20cm。 南面築地北雨落

溝SD 13855を 第三次整地によって埋めた後、その北 8尺 の位置に新たに掘削 さ

れた。

SC 13915 兵部省西面築地 に設 け られた片庇廊 の うち、西門SB 13040以 南 の

部分。当初の西面築地雨落溝SD 13875を 第二次整地で埋めて基壇を造成 し、礎

石を据えている。全部で 7間分確認 した。南か ら 2、 3、 4、 6番めについては

礎石を原位置で検出した。他の 4個 も根石がかなり残存する。柱間は11尺等間、

築地心からの出も11尺である。礎石据付掘形は現状で深さ15cm程度と浅い。

SD 13010 片庇廊SC13915の 東雨落溝。 幅90cm、 深 さ20cm。 西面築地東雨落

溝SD 13875を 第二次整地によって埋めた後、その東 8尺 の位置に新たに掘削 さ

れた。 これに伴 い、 SD 13875が 接続 して いた暗渠SX 13880も 埋 め られ、 SD

13010の 排水 は南面築地 内側 にSD 13935を 掘削 して東流 させ、 SD 13860。 S

D12995。 SX13850を 経て、築地外へ送るようになった (図 6)。

SD 13935 南面築地 SA 12400の 北 雨落溝 の うち、 SD 13870以 西 の部 分。 西

面築地片庇廊付設に伴 って新たに設けられた雨落溝SD 18010の 排水路 として掘

られた素掘 りの東西溝。 東流 してSD 13870と 合流 して、 SD 13860を 経 てSD

129951こ 遺:ぐ 。

D その他の遺構

SD 13990 調査区北西隅で検出 した斜行溝で、大量の瓦やバラスで埋め られて

いた。層位からみて平安時代以降のものであろう。

4 遺  物

調査区全域、特に兵部省区画内の整地土から、瓦が大量に出上 した。特に第二

十~ 12 -―
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図 7 第205。 214次調査出土軒瓦 (1:4)
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表 2 第205次調査出土軒瓦集計表

軒 丸 瓦 軒 平 瓦 道 具 瓦

41 式 種 点 教 型  式 種 点 数 型  式 種 点 数 4J 式 種 点救 種類 点数
6142 A 5 6232 G 7 6641 E 3 型式不リ 鬼 瓦 4

6225 A l 不 明 2 F 1

C 7 6284 C 3 6643 C 3

6273 A 1 6291 A 6663 C 4

B 3 6303 B 不 明

不 明 2 6304 A 6664 C 1

6274 B 1 B F 1

6275 A 2 6307 A 6668 A 1

I 1 6308 A 6681 A 1

1 1 B 2 C 1

6279 A 3 6313 A 4 6685 A 1

6231 A 2 C 1 6721 F 3

6282 D 1 型式不リ 9 不 明 1

軒 丸 瓦 冒十 軒   平 道具瓦計 4

次整地土か らの出土 が多 い。軒瓦 の出土 は、 8D3715出 上 の ものを除 いて も100

∬あた り4.4点 で、兵部省の調査の中では最 も多 い (北 西部 の第 175次 調査 :100

だあた り4,0点 、 東 半部 の第206次 調査 1100雷 あた り3.6点 )。 出土 の傾 向 は

従来 の所見 とほぼ同 じで、6282G-6721Fと 6225C-6663Cを 兵部省所用軒瓦 と

す るこれまでの見解 は、概 ね妥 当 といえ よ う。 ただ、 6225C-6663Cは SD 3715

に多 く、兵部省区画内に限れば今回 はさほど多 くはない。 これ は北側 の第175次

調査の所見 とも近 く、東側 の第206次 調査の範囲 とは若干異なる傾向を読 み とる

ことも可能であろう。 なお、前述のように鬼瓦 も出土 してお り、平城宮式鬼瓦 Ⅱ

A2が含 まれる (第 206次 調査では鬼瓦 5点 の他、隅木蓋瓦 も 2点 出上 している)。

土器・ 木製品の出土は少ないが、第一次整地層には兵部省造営時のものと思われ

る木屑が含 まれていた。 また、下層南北溝SD 13905か らは檜皮 も出上 した。包含

層か らは、ふいごの羽口、釘、鉱滓などの他、宋銭 (祥 符元宝)1枚 が出土 した。

5 まとめ

今回の調査の結果、兵部省南西部の様相、及 びその西側の状況が明 らかにな っ

た。得 られた成果を改めてまとめておこう。

①兵部省造営に伴 う大規模な整地の状況が明 らかにな った。東半部 の厚 い箇所

では整地 は lmに も及ぶ。当初の造営 に伴 う整地 は二層 あ り、 まず、調査区
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東半部の低湿地を粘質の土で埋めた後 (第 一次整地)、 この地域全体を瓦を

多 く含む灰褐砂質土で整地 している (第 二次整地)。 これ らは一連の工程に

伴うものと考えられる。

②兵部省造営 に伴 うと考 え られ る遺構 を検出 した。 第175次 調査で既 にSB

13057を 検 出 してい る第一次整地層上面で、 2条 の南北 溝 SD 12998・ SD

13900、 及 び建物の一部の可能性 のある遺構SX 13987を 確認 した。 また、

第一次整地層の途中か ら掘 り込まれた南北溝SD 13905を 検 出 した。第一次

整地と第二次整地は一連のものと考えられるので、 これ らは兵部省建物建設

工事に伴 う排水溝や雑舎である可能性が強い。

③上層の兵部省の礎石建物に匹敵するような下層の遺構 は確認できず、奈良時

代前半の兵部省が、 この地にはなかった可能性がさらに強まった。

④兵部省の西第二堂を検出 し、東第二堂と同規模であることが判明 した。年代

も従来の知見と同 じく、奈良時代後半、平城還都後 とおさえ られる。

⑤兵部省築地本体の幅が 5尺であることが判明 した。築地基底部に並ぶ小穴列

は、築地積上の堰板を止める添柱であることがわかった。

⑥築地片庇廊の付設 と、 これに伴 う排水路付け替えの状況が明 らかになった。

片庇廊付設に際 しては、区画内全面に灰色砂質土で新たな整地を行なってい

る (第二次整地)。

⑦兵部省西側のSD3715ま での地域は、奈良時代を通 じて役所の区画 としては

利用されていないことがわかった。

③南面大垣に先行すると考えられる掘立柱東西塀SA1765は 、南北に雨落溝を

伴い、朱雀門の東か ら、壬生門の西まで続 くことが判明 した。

③SD3715際 の南北塀SAl17001ま 、単廊であった可能性 が高 いことがわか っ

た。但 し、その性格は依然として不明である。

なお、兵部省の調査全体の成果と今後の課題については、 2 兵部省の調査

(2)第214次調査の項 (本 概報16～ 27頁 )で述べる。    (渡 辺晃宏 )
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2 兵部省の調査 (2) 第 214次

1 はじめに

この調査は、兵部省の調査 としては最後のもので、その北東隅部分を検出して

兵部省の区画の南北規模を確定することを主な目的とし、合わせて兵部省 と朝集

殿院とに狭まれた、東西に細長い通路状の地域の利用の仕方の解明をめざしたも

のである。

これまでの兵部省の調査では、北面築地は確認できず、 しかも西面築地延長 ラ

インのかかる近鉄線北側の第185次調査でも北西隅部分を検出できなかったので、

兵部省西面築地はちょうど近鉄線の線路下で東に曲がると推定 していた。 この北

面築地の東端の確認が、近鉄線の線路の北側の本調査区で期待 された訳である

(こ れまでの兵部省の調査の概要、及び調査位置などについては、兵部省の調査

(1)第 205次 調査の項、 3～ 15頁 参照)。

調査区は北と西を道路、南を近鉄線に囲まれた東西長約60mに 及ぶ細長い形を

しており、東端は第206次調査区東端 ラインの北延長線上に設定 した。なお、調

査区内東部には、1922年 10月 (大正11)の史蹟指定に伴 う「史蹟平城宮 FIL」 と刻

む1924年建設の石碑が建 っており、安全を配慮 して石碑の周囲は残 して調査 した。

また、兵部省北面築地確認のため、一部近鉄線線路際まで拡張 した。調査は、

1990年 4月 17日 に開始 し、 7月 21日 に終了 した。調査面積 は約850♂ である。

2 基本層序および整地

調査区の基本的な層序は、上から整備置±20～ 30cm、 旧水田耕作±10～ 30cm、

床± 5～ 20cm、 包含層の灰褐粘質土層約 5～ 20cmと 続き、ついで現地表面から50

～70cmで 遺構検出面である整地層ないし古墳時代の遺物包含層に至る。

奈良時代の整地層は兵部省東面築地付近以西、すなわち調査区の西側四分の三

に広がり、概ね二層に分かれる。第一次整地層は、兵部省の内外にわたるが、 自

然流路SD 14163付近を境 にして土質が異なり、 これより東では茶灰褐粘質土層

で20～ 30cm、 これより西では、橙茶褐粘土層で 5～ 20cm程度の厚さがある。いず
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れも古墳時代の遺物包含層である暗灰褐砂質粘土層の上に積んでいる。

第二次整地層は、灰褐砂質土ないし灰褐砂質粘土層で、15～ 25cmあ り、兵部省

東面築地東雨落溝付近まで兵部省の内外にわたって広がる。 ほとんどの遺構はこ

の層の上面から掘 り込んでいる。なお、 この調査区における第一次・ 第二次整地

は、第205次 調査の所見の第一次・ 第二次整地にそれぞれ相当 し、各々一連の整

地であったと考えられる。

整地層の下には、古墳時代の遺物包含層である暗灰褐砂質粘土層が10～ 30cmあ

り、ついで現地表面から約100～ 120cmで、暗青灰砂ないし粘土の地山に達する。

3遺  構

検出した主な遺構は、兵部省北面築地と北雨落溝、同東面築地 と東雨落溝、築

地添柱列、兵部省の北側に東西に並び、四周に雨落溝の巡る 2棟 の東西棟建物、

これより新 しい長大な東西棟建物、調査区南西隅で確認 した建物の他、溝15条、

自然流路 3条、塀 2条、土坑などである。 これらは概ね 4時期に分 けられる。

A期 古墳時代

調査区西端で、第二次整地層上で検出 した斜行溝SD 141631ま 、遺構検出面で

は30cm程度の幅であるが、断面観察の結果、下層に 2時期以上にわたる幅 2～ 3

mの 自然流路SD 14165を 確認 した。 この うち最古 の もの (SD 14165 A)は 古

墳時代の遺物包含層の面か ら削 り込んでおり、遺物はほとんどないが、古墳時

代の自然流路と考えられる。 また、第二次整地層から削 り込んだ溝 もあり (SD

14165B)、 古墳時代以来、氾濫 と埋立を繰 り返 していたのであろ う。西隣の第

185次調査区で確認 した自然流路SD13110に 関係するものか。

B期 奈良時代初期

SB 14120 調査区南西隅で確認 した掘立柱建物。第一次整地層の上面で検出 し

たので、 C期 の遺構より古 く、奈良時代初期のものと判断 している。建物の北東

隅部分の柱穴 4個 を確認 したにとどまり、さらに調査区の西ないし南に延びる。

柱穴は一辺60cm程度の隅丸方形で、深さは50～ 70cm、 柱は全て抜き取 られている。

東西方向の柱間は11尺、南北方向の柱間は 8尺である。建物の構造 は不明。

-17-



C期 奈良時代前期

SB 14100 桁行 5間、総長13.5m、 梁間 2間、総長5.4m、 桁行・ 梁間方向と

も 9尺等間の東西棟掘立柱建物。 SB 14105と ともに、兵部省 と一 連 の整地土

(第二次整地土)の上に建てられている。北側柱の東から3つ めの柱穴は、新 し

い土坑によって破壊されている。柱穴は概ね60～ 70cm四 方の隅丸方形で、深さは

現状で60cm程 度を測 り、柱 は全て抜 き取 られている。 SB 14100の 周囲では、S

D14136(東 側)・ SD 14137(南 側)・ SD 14138(北 側)・ SD 14139(西 側 )

などの溝を検出しており、柱筋から約90cm(3尺 )を 隔てて雨落溝が巡っていた

と考えられる。 このうち妻側の溝はともにそのまま南流 し、兵部省北面築地北雨

落溝SD14085に 注いでいたようである。

SB 14105 桁行 5間、総長13.5m、 梁間 2間、総長5.4m、 桁行・ 梁間方向と

も 9尺等間の東西棟掘立柱建物。 SB 14100と 全 く同 じ平面 プランを持 ち、柱筋

を揃えて建つ。東妻 とSB 14100西 妻 との距離 は約12m(40尺 )。 柱穴 は概ね60

～70cm四方の隅丸方形で、深さは現状で60～ 80cm程度を測 り、柱はいずれも抜き

取 られている。SB14100と 異なり、SB14105の 柱抜取穴には焼土が入 ってお り、

両者は共存 した建物でありながら、廃絶 (解体)の理由が違 うことを現わしてい

る。SB14105が 火災 に会 ったため、 ともに撤去されることになったのであろう。

SB 14105の 周 囲 で も、 SD 14159(東 側) ・ SD 14160(南 側) ・ SD 14161

(北 側)・ SD 14162(西 側)な どの溝 を検 出 してお り、 SB 14100と 同様 に柱

筋から約90cm(3尺)を隔てて雨落溝が巡 り、やはり妻側の溝がそのまま南流 し、

SD14085に 注いでいたようである。

ところで、 SB 14100と SB 14105 1ま 、 柱筋 を揃 えて建ち 平面 プ ラ ンも全 く同

じであるなど、一連の建物と考えられるが、建物の配置の面でも一貫 した計画性

が窺える。すなわち、東側は兵部省東面築地ラインに、また西側は朝集殿院西面

築地 ラインにそれぞれ規制されて建て られているようである。SB 14100東 妻 は

兵部省東面築地 ライン (壬 生門心の延長 ラインから西へ130尺 の位置)か ら西へ

20尺 の距離にあり、 SB14105の 西妻 は朝集殿院西面築地 ライ ンか ら同 じく20尺

―- 18 -
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の距離 にある。す

なわち、 この空間

1こ  SB 14100 と

SB 14105を 東

西均等 に配置 して

いることがわか る。

なお、両建物心

と兵部省北面築地

心 との距離 は11.1

m(37.5尺 )、 ま

た朝集殿院南面築

地 との距離 は87.5尺 となる (朝 集殿院南面築地 は未確認で、朝堂院南面築地 と平

城宮南面大垣 との距離を三分する位置に想定 した場合 の数字である)の で、 この

北側 にもう一列の東西棟建物が存在する余地 はあ る。

一方、SB 14105の 西 の兵部省北側 に、 同 じ間隔で同規模 の東西棟 を想定す る

ことは難 しい。なぜならその西妻 と兵部省西面築地 ラインとの距離が15尺 となり、

兵部省北面 における建物配置が左右対称で はな くなる。 また、 その西妻 は第 185

次調査区にかかるはずであるが、朝集殿院西側 に も役所 の区画が存在 した ことが

明 らかになってはいるものの、朝集殿院南面築地 の延長上 に区画塀があ り、朝集

殿院南面築地 より南には、めだった建物 は検出 していないか らである。兵部省北

面 に 3棟 の東西棟が存在 した可能性 は小 さいとい ってよかろ う。 この地域 は兵部

省の裏側ではあるが、朝集殿院の前面で もあることを も考慮すべ きだろう。

SB 14100と SB 14105の 年代 につ いて は、 兵 部 省 との併存 の有無 が問 題 とな

る。 SB 14105の 柱抜取穴 か ら平城宮瓦編 年 Ⅱ期 後 半 の瓦 (6721C)、 及 び平 城

宮土器 Ⅲ後半 の上師器杯 A・ 皿・ 椀 Aが 出上 してお り、 また後述の小型瓦6313C

を葺 いた檜皮葺 き甍棟の建物 とも考え得 るので、兵部省造営以前 に遡 る可能性 は

否定で きない。 しか し、兵部省 と一連の整地土 の上 に立地す ること、兵部省の東

図 9 SB14100・ 14105配 置図 (単位 ;小尺)
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限にも規制 された計画的な建物配置を

とることなどか ら考えると、当初の造

営 は兵部省 と一連 とみ るべ き要素 も

強い。両説併記 して後考をま ちたい。

ただ、兵部省 と併存 した と して も、

SB14100・ 14105は のちにSB14110に 建

て替え られたと考え られるので、併存

期間はあまり長 くなかろう。

D 奈良時代後期

SA 14080 兵部省北面築地SA14080と

東面築地SA13720を 南拡張区で検出 し

た。築地本体の積土 は全 く残 っていな

か ったが、築地の北雨落溝SD14085と

東雨落溝SD13725、 及び築地外側に等

間隔で並ぶ添柱列SS14101・ 14099を 検

出 したことか ら、兵部省北東 コーナー

の位置を推定す ることができた (X=

-145,9067、 Y=-18,357.4:築 地

心の交点 )。 その結果、兵部省 の南北

規模 は約74.Omで、東西規模 と同 じく

250小 尺で計画 された ことがわか った。

すなわち、東西が若干長め、南北が若

干短 めではあるが、兵部省 は一辺 250

小尺の正方形のプランを持つ とみてよ

かろう。八省 クラスの役所 としては、

全体のプランが解明できた最初の例 と

なる。

S B 14120

B期

C剣虫兵部省との併存を想定 した場合 )

-21-
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SD 14085 兵部省北面築地の北雨落溝。幅 1～ 1.5m、 深さは30cm程度を測る。

調査区内で約15m分検出した。清上部には黄褐バラス土の20～ 25cmに 及ぶ厚い堆

積が認められたが、 これは築地崩壊土で人為的に埋め立てたもののようである。

SD 13725 兵部省東面築地の東雨落溝。幅 1～ 1.3m、 深さは30cm程度を測 る。

調査区内で約 5m分検出した。

SB 14110 桁行 16間 、総長48m、 梁間 2間、総長 6m、 桁行・ 梁間方向とも10

尺等間の長大 な東西棟掘立柱建物。東西棟建物 SB 14100、 SB 14105の 廃絶後

に建てたもの。東妻は兵部省東面築地に、また西妻は朝集殿院西面築地にそれぞ

れ規制された位置に建つが (東 妻は兵部省東面築地心 ラインの位置、西妻は朝集

殿院西面築地心 ラインの東10尺 の位置)、 東で北に約 1° 振れている。間仕切 り

柱の柱穴を 5個検出しており、東西両端のみ 2間ずつ、中央は 3間 ごとに区切 っ

て利用 していたことがわかる。柱穴は40～ 50cm程度の方形で、現存の深さも40cm

程度と比較的小さい。南側柱筋の柱穴は北側柱筋のそれよりも若干大 きい。柱穴

に柱根を残すものはないが、径10～ 15cm程度の柱痕跡を残すものが多い。掘形から

6313C(平 城宮瓦編年 Ⅱ期前半)、 6225A(Ⅱ 期後半か らⅢ期前半)、 6282 Ba・

6296A(Ⅲ 期前半)な どの軒瓦が出土 してお り、 SB 14100・ 14105廃 絶後、 こ

れに替わる建物として建てられたと考えられるが、儀式等に伴 う帳舎風の仮設的

な建物の可能性 もある。

SA 14090 SB 14110の 南側柱筋か ら20尺 南 の位置 に柱筋 を揃 えて建つ掘立柱

東西塀。 SB 14110と 同様 に東 で北 に約 1° 振 れて い る。 SB 14110東 妻 か ら

3本 めの柱位置か ら西へ 6間分検出 したが、さらに西へ延びるようである。SB

14110に 伴 う目隠 し塀 か。

その他の遺構 調査区北東隅で検出した時期不明の土坑、 これを切る平城宮軒瓦

編年 Ⅱ期の瓦を含む南北溝 (調 査区南部での行方は不明)、 小型瓦6313Cが 出土

した性格不明の数条の東西溝 (SB 14110よ り新 しい )、 時期不明の長方形 の土

坑状の穴などの他、線路沿いに立てた看板の基礎の掘形かと考えられる方形の新

しい土坑を多数検出した。
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4 遺 物

包合層・ 整地層及 び奈良時代の土坑か ら比較的まとま った量 の瓦が出土 した。

軒瓦の出土 は100∬ あた り8.1点 で、兵部省区画内の 2倍 に及ぶ。兵部省 の所用

軒 瓦 6282G-6721Fも あ るが数 は少 な い。 また、 朝 堂 院所 用軒 瓦6225A-6663C

もみ られる。 このような事実か ら判断すると、今回の調査 区の瓦 は兵部省本体 の

瓦 との共通性 はあまりな く、む しろ北側の朝集殿院 との関係が考え られよう。殊

に小型瓦6313Cが まとまって出土 しているのが 目を引 く。 これは内裏 を中心 とす

る檜皮葺 き建物や築地の棟瓦 として用いたと考えている瓦である。 この瓦を葺 い

て いた建物 を調 査 区 内 に求 めれ ば、 SB 14100と SB 14105で あ ろ う。 な お、 朝

集殿院南面築地 に由来す る可能性 も充分にある。

土器 の出土 は少 ないが、 8B14105の 抜取穴や柱痕跡 か らは、土師器 や須恵器

がまとまって出土 した。 また、包含層か らおゝいごの羽 国の破片が出土 した。木製

品の出土 はない。

この他、調査区東部の弥生・ 古墳時代の遺物包含層 か らは、 サヌカイ トの剥片

などがlo点 あまり出土 した。

5 まとめ

今回の調査で得 られた成果を改めてまとめてお こう。

①兵部省 と朝集殿院に狭 まれた地域が、兵部省及 びその西側 と一連 の工程で整

地 されていることが明 らかになった。

表 3 第 214次調査出土軒瓦集計表

軒 丸 瓦 軒 平 瓦

型  式 種 点 数 型  式 種 点 数 型  式 種 点 数 型  式 種 点 数

6225 A 9 6296 A 1 6641 C 1 6685 B 5

6275 A 1 6304 C 1 E 2 6682 A 1

6279 A 1 6311 A 2 6643 C 1 6691 A 1

6282 B l B 1 6663 C 6721 C

D 1 6313 C 6664 F 1 F 1

G 4 不 明 ユ 6666 A 1 Ha 1

不 明 1 型式不明 3 6668 A 1

軒 丸 瓦 計 軒 平 瓦 言十
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②兵部省の北東隅部分 を確認 し、 その南北規模が東西規模 と同 じ250小 尺 と判

明 した。従 って、兵部省 は正方形のプランで計画 された ことがわか る。各面 の築

地 ラインの国土座標 のめやすは、東面築地 :Y=二 18,357.4、 西面築地 :Y=―

18,432.0、 南面築地 :X=-145,9807、 北面築地 :X=-145,906.7で あ る。

③ これまで兵部省北面築地 と朝集殿院南面築地 に挟 まれた通路状の箇所 と考え

て きていた地域で、二時期 にわたる建物の存在を確認 した。 しか もそれ らは、北

の朝集殿院と南の兵部省に密接に関連する計画的な配置をとることが明 らかになっ

た。 但 し、 SB 14100・ 14105に つ いて は、 兵部省 との併 存 の有 無 や その性 格 の

解明は今後の課題である。

④朝集殿院南側 において、兵部省建設 に先行す る可能性 のあ る遺構 の存在が明

らかになった。

6 兵部省の調査のおわ りに

第214次 調査 に至 る 3年度 4次 にわたる調査 によって、兵部省の調査 は現状 で

発掘可能な範囲については全て終了 した。八省 クラスの役所 の全体像が把握で き

たのはこれが初めてで、その意義 は大 きい。 しか しなが ら、南門や北方建物など、

道路や線路の下 にあ って調査不可能な部分があるため、 その全貌 の解明には至 ら

なかった。今後、兵部省 と壬生門を狭んで対称 の位置にある式部省の調査 (現 在

進行中。 その成果の一部 は、本概報36～ 43頁 参照)の 成果 との比較検討が必要で

ある。 その意味では、兵部省全体 としての総合的な考察 は、 なお今後の整理 。研

究 に委ねる部分が大 きいが、現時点で考え られるい くつかの課題 に付 いて触れ、

調査のまとめにかえたい。

① 兵部省の全体的な造営計画

まず、兵部省区画の平城宮内における位置について。朝集殿院南面築地 を、朝

堂院南面築地 と平城宮南面大垣 との距離を三分す る位置 に考 えた場合、朝集殿院

南面築地 と南面大垣 の距離 は420小尺 (350大 尺。 以下、 単 に尺 とあれば小尺 を

指す)と なる。兵部省 は、南面大垣心の北45尺、壬生門心 (い わゆる第二次朝堂

院東西 中軸線)の 西 130尺 の位置 を南東隅 とし、一辺 250尺 (築 地心 々距離)の

- 24 -一



東

門
西
門

日
Ｊ

ロ
ー

レ
し

■
■

北方建物    北東建物

〇
い
Ｎ

！
Ｉ
Ｉ
と
▼

西
第

一
堂

東
第

一
堂

下

西
第
二
堂

止
　

東
第
二
堂
５０

250

正方形 と して配

置 されて いる。

次 に区画 内の

建物 の配 置 につ

い て 。 南 か ら

180尺 の 位 置 に

区画塀 を設 けて

大 き く二 つ に仕

切 る。 この うち

南側 区画 には、

中央 の広場 の東

西 に柱筋 を揃 え

た 2棟 の礎石建

ち南北棟 を、兵

部省東西 中軸線

を挟んで左右対

る位置 にあたる。

図11 兵部省遺構配置図 (単位 ;小尺,基壇の出は各5尺を想定)

称 に配す る。第二堂 の北妻 は、南側 の区画 を南北 にほぼ二等分 す

築地心か ら建物の棟通 りまでの距離 は50尺 である。

第一堂 は、区画塀の南14尺 の位置 に北妻 を もち、南北39尺、東西20尺 の規模 を

有す る。基壇の出はそれぞれ 5尺 である。

第二堂 は、南北70尺、東西20尺 の規模を有する。南面築地心か らの距離 は20尺、

基壇の出はそれぞれ 5尺である。第一堂基壇南端 と第二堂基壇北端の距離 は27尺

となる。

東門 (三 間門)は、第一堂基壇南端 と第二堂基壇北端 に南北の妻を ほぼ揃 えて

ヽヽる。

北側の区画には、 3棟の礎石建ちの東西棟を配する。北西建物の知見 によれば、

東西両端の建物 は、築地心か ら25尺の位置 に築地側の妻を、 また区画塀 の北 20尺
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の位置に南側柱筋を もち、東西

33尺、南北18尺 の規模を有す る。

中央 の建物については、調査区

の関係で正確な規模及び位置関

係 は未確定である。

以上、完数値 に収 まりきらな

い箇所 もあり、 ことに北側区画

の 3棟 については、今後の式部

省の調査をまって改めて結論付

けるべき課題 となろう。

② 奈良時代前半の兵部省の

問題

兵部省区画内の第一次整地層
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図12 兵部省・式部省付近古図 (陽明文庫本宮城図)

の上面に何 らかの遺構が存在する可能性が出てきた (SX 13937)も のの、 礎石

建物に先行する明確な遺構は検出できなかった。奈良時代前半の兵部省の所在は

いまだ不明とせざるを得ない。ただ、今回の調査区南西隅で、正確な平面プラン

はわからないものの、SB14120を 検出 し、兵部省の北側、朝集殿院の南側に も、

兵部省に先行する何 らかの機能を持つ一郭が存在 した可能性が出てきた。 これ ら

が奈良時代前半の兵部省に直接結びつ くのか否か、そして奈良時代前半の兵部省

が宮内のどこに存在 したかの問題をも含め、その性格についてはなお検討を要 し

よう。

③ 兵部省区画の性格の問題

換言すれば、 これまでに解明された築地に囲まれた区画が兵部省の全てか とい

う問題である。すなわち、 これまでの調査で明 らかになった兵部省の築地に囲ま

れた一郭の建物配置をみると、中央に広場を設けた左右対称のコの字形の配置を

とり、兵部省の実務を執ったような空間とは考えにくく、 これは儀式の空間であ

ると考えた方がよいのではなかろうか。兵部省の実務空間はどこにあったのか。
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兵部省と同様に左右対称のプランが想定される式部省の場合、平安宮の例か ら

推すと、平城宮でも式部省本体の東側に実務空間があった可能性がある。平城宮

の場合、式部省は兵部省と同規模であることがほぼ判明 し、式部省本体の東には

さらに敷地が広がっている。かつてこの地域の南側の調査で、大量の削屑を含む

式部省の考課木簡が出土 し、 これまでは、 この地域か ら壬生門東側の一帯を式部

省の敷地と推定 してきた。 この推定の当否は今後の発掘調査の成果を待たなけれ

ばならないが、考課木簡の削屑が生まれるのは、少なくとも儀式の空間か らでは

なく、式部省の実務を執 り行なった空間か らであろうか ら、式部省本体の東側に

さらに式部省の実務空間が広がっていたと考えれば、なぜこの地域か ら大量の考

課木簡が出土 したのかを、より整合的に説明できることになろう。

これに対 し、兵部省の場合は西側には30m(loO尺 )を 隔てて中央大溝 SD 37

15が 南流 し、 また今年度の第205次 調査によって も兵部省の西側には建物 は確認

されなかった。平安宮の場合にも、兵部省の実務空間は見あたらない (兵 部省の

西側にはす ぐ弾正台が置かれている)。 一方、裏松固禅は、兵部省の北西・ 北東

両隅は「雑舎」の区画と考証 している (『大内裏図考証』)。 平城宮の兵部省の

場合、 この場所には礎石建物 (北 西建物・ 北東建物)があるが、実務空間とは考

えにくい。平安宮の「雑舎」に相当する施設は兵部省区画の北方にあったと考え

られ、今回朝集殿院との間で存在を確認 した二時期の建物がこれにあたるかどう

か、兵部省と併存 しない可能性もあり、また区画の閉塞施設 も確認できていない

ので即断はできないが、兵部省の厨等の雑舎群、すなわち実務空間である可能性

は考えられよう。

かつて兵部省の南側の二条大路北側溝SD 1250か ら、「兵部厨」 と墨書のある

土器が出土 している。兵部省の厨がこの近辺にあったのは確実で、第185次 調査

で兵部省建設以前に遡る官衛遺構の存在がわかった朝集殿院西側をも含めて、今

後兵部省の実務空間、及び奈良時代の前半の兵部省の所在を検討 していく必要が

あろう。
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3 壬生門北方の調査  第216次

1  はじbに

1987年以来、継続的に発掘調査を行なってきた兵部省の調査 は、第214次 調査

をもって一応の終了をした。今後は、式部省 と推定 している官術に調査を進めて

いく予定である。今回の調査は、その前段階として、壬生門北方の兵部省と式部

省推定地の間の地域の利用状況の解明を目的として行なった。調査期間は1990年

10月 4日 ～1991年 2月 26日 で、面積は約2500だ である。調査地は、北を近鉄線路、

西を第206次 調査区、南を第122次調査区、東を第220次 調査区に囲まれる。

これまでの関連する調査の結果を簡単にまとめると、以下の通 りである。

1980年 の第122次調査では、壬生門から北へ延びる宮内道路の東西側溝を検出

した。側溝は掘 り直しがあり、道路幅を広げていることを確認 した。

第206次調査では、礎石建ちの八脚門となる兵部省の東門を検出 し、壬生門か

らの宮内道路に向いた方向を正面としていたことが注目された。

また、平城宮の大垣に開く宮城門を入 ったす ぐ内側の地域については、1964年

の第16・ 17次調査で朱雀門の北方を調査 しており、礫敷の広場と宮内道路である

ことんゞ判明 している。

壬生門北方についても、朱雀門北方と同様に広場的な機能をもつ宮内道路であ

ることが予想されたが、調査の結果、仮設的な建物や儀式に関連すると思われる

遺構を検出し、朱雀門内とは異なった利用を行なっていたことが明 らかとなった。

さらに、南面大垣に先行する掘立柱塀を検出し、平城宮造営時の様相に新たな知

見を得るとともに、古墳時代の掘立柱建物や弥生時代の遺物 も出土 し、平城宮造

営以前の状況を知る手がかりも得 られた。

なお、調査区北壁の上層断面で水田の畦とみられる幅10cmほ どの高まりを検出

し、その周辺の土壌試料を宮崎大学農学部、藤原宏志氏に依頼 してプラント・ オ

パール分析を行なった。その結果については、 Ⅲ-1(本 書140～ 142頁 )に 別

項 として掲載 したので、詳細はそちらを参照されたい。
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2 検出した遺構

調査区の基本的な層序は、上から整備に伴 う盛土、旧耕土、床土、暗褐色の砂

質土、黄褐色の砂質土、黄褐色の粘質上である。 このうち、暗褐色砂質土は奈良

時代の遺物包含層、黄褐色砂質土は奈良時代の整地土、黄褐色粘質土は古墳時代、

弥生時代の遺物包含層である。遺構は、黄褐色砂質土、および黄褐色粘質土の上

面で検出した。検出した遺構は、掘立柱建物10棟 以上、掘立柱塀 3条、凝灰岩切

石列 1条、宮内道路 3条、および多数の溝、土坑、柱穴などである。 これらは、

大きく平城宮造営以前と平城宮の時期に分けることができる。 ここではおもに平

城宮の時期の遺構について述べる。

宮内道路SF 14350 壬生門か ら北に延び、朝堂院南門へ と続 く南北道路。 A・

Bの 二時期があ る。 SF 14350 Aは SD 9474・ 9482を 両側溝 とし、 幅 は側溝心 々

で約25mo sD9474・ 9482は 、調査区北 方 の SD 14351・ 143521こ それぞれ連 な

ると考え られる。 SF 14350 Bは 、調査区南半ではSD9477・ 9485を 両側溝 とし、

幅を約33mに 広 げる。一方、 SD 14351・ 143521ま 同位置で掘 りなお してお り、

後述するSF14860。 14870の 北ではSF14350Aの 道路幅と変わらない。

宮内道路 SF 14360 兵部省東門 SB 13730 1こ 通 じる東西道路。 A・ Bの 二時期

が あ る。 SF 14860 Aは SD 14363・ 14364を 南北両 側 溝 と し、 幅 は約 4m。 兵

部 省 東 門 SB 13730は 棟 門 (SB 13730 A)か ら八 脚 門 (SB 13730 B)へ の建

てか えが あ り、 SD 14363・ 14364は SB 13730 Bの 東 雨 落 溝 を越 え て SB 13730

Aの 東雨落溝 まで続 くので、 SB 13730 Aに 伴 う道路 と考え られ る。 SF 14860 B

はSD 14361・ 14362を 両側溝 と し、 幅 は約 1l m。 八脚 門SB 13730 Bの 時期 の

ものである。SD143611ま SD14351Bと 逆 L字形に連なる。

宮 内道 路 SF 14370 式 部 省 西 門SB 14550に 通 じる東 西 道路 。 SF 14860と 同

様 、 A・ Bの 二 時 期 が あ る。 SF 14370 Aは SD 14373 0 14374、 SF 14370 B

はSD14371・ 14372を 南北両側溝とする。

SA 1765 調査区南端で検出した掘立柱塀で、柱間寸法は約2.85m(9尺 5寸 )。

壬生門の東西中軸線より約 8m西方の位置から西へ続 く。南面大垣の心から北ヘ
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約16mの 位 置 にあ り、 幅約 0.8m、 深 さ約0.2mの 溝 SD 13940と 、第122次 調

査で検出 したSD9470が 南北の雨落溝 となる。 この塀 は、第 16次 調査、第 157次

調査、第205・ 206次 調査で も検出 しており、朱雀門か ら壬生門まで続 くことが

確定 した。なお、SD9470は 従来南面大垣北の宮内道路北側溝であるという所見

であったが、SD13940と の関係から、SA1765の雨落ち溝 とすべきである。

SA 14400 壬生門の東西中軸線 に対 して、 SA 1765と 対称の位置 にある。東西

溝SD9480・ 14401を 雨落溝 とす る。柱間寸法 は約2.7m(9尺 )で あるが、場

所によって差があリー定 しない。第220次 調査区では下層の調査が終了 していな

いので未検出であるが、 さらに東方に続 くと推定できる。なお、SA1765・ 14400

ともに壬生門側の両端の柱穴の柱掘形が他に比較 して深 く、約2.4mを 測 る。

SA 14500 SA 1765。 14400の 北約 16 rrkに あ る。 柱間 は 9間 で、 柱間寸法 は約

3.6m(12尺 )。 塀の長 さは壬生門基壇の東西幅 とほぼ等 しい。

SB 14380 0 14381 調査区北西部で検出 した掘立柱東西棟建物。 同規模の建物

2棟が南北に16尺 の間隔で並ぶ。柱間は桁行が 8間であるが、梁間は両妻で違い

があり、東妻が 3間、西妻が 2間 となる。東妻に入口があったとみ られる。柱間

寸法 は桁行が10尺 、梁間は西妻で 8尺である。 2棟 の建物 は西妻をSA 14382で

つなぐ。柱穴が小さく、仮設的な建物と考えられる。建て替えの痕跡はない。な

お、 SB 14381の 西妻 に取 り付 き、北へ延 び る塀SA 14383が あ るので、今回の

調査区内では未検出であるが、北方にもう1棟存在する可能性がある。

SB 14390・ 14391 調査区北東部で検出 した掘立柱東西棟建物。一部 は調査区

外 に延 び るが、 SF 14350の 中軸線 に対 して SB 14380。 14381と 対 称 の位 置 に

あり、それと同規模の建物 2棟が南北に並ぶものと推定できる。妻柱は検出でき

なか ったが、 SX 14460。 144611こ よって破壊 されて い ると思われ、 西妻 はSB

14380の 東妻同様、梁間が 2間 であろう。

SX 14444 -辺約50cmの 正方形の凝灰岩の切石を10尺等間で東西に並べ、その

間にやや小ぶ りの切石を 3個 ほど並べる。 SB 14390の 南側柱 とほぼ位置を同 じ

くし、 8B14390よ り新 しい。 SF 14350の 中軸線 か ら約 16m東 方 か ら始 ま り、

一- 30 -―



Y-18,340
|

Y-181330 Y-184320 Y-181310 Y-181300 Y-181290
Ｎ

Ａ

一 X-145,930

― X-145,940

― X-145,960

一 X-145,970

」
402③ Q

O   SA 14500

る。 g。 @c

図13 第216次調査遺構図 (1:300)

一 X-145,980



第220次 調査区の、式部省西門SB 14550ま で続 く。式部省西門の南北中軸線 と

ほぼ一致 し、舗装的な施設 と考えられるが、具体的な性格 は今後の課題である。

調査区の西半、兵部省側には対応するものはない。

SK 14443 SF 14350と SF 14370の 交差点 にあ る土坑。 内部 に凝灰 岩 の切 り石

が多数入っていた。平城宮廃絶時に、SX14444の 敷石などを捨てたのであろう。

SX 14420～ 14435。 14450～ 14465 建物 や塀 にはまとま らず、 中軸線 に対 し

て東西対称の配置となる柱穴を多数検出した。対になる柱穴相互の間隔は、壬生

門に近いものは広 く、遠いものは狭い。儀式の際の旗竿用の柱穴 とみ られ、柱穴

相互に切り合いがあることから、何度かにわたる儀式があったことが推定できる。

SD 14402・ 14403・ 14502・ 14503 奈良時代以前 の斜行溝。 いずれ も、北西か

ら南東に向かって流れる。SD14402か ら6世紀中頃の土師器、須恵器が出上 した。

SB 14384～ 14389 調査区の南西部で検出 した奈良時代以前 の掘立柱建物。方

位は、北で西に30° ～45° ふれる。同一場所で建て替えがある。柱穴には黒色の

埋上がつまり、古墳時代のものとみられる。

遺構の変遷 検出した遺構は、重複関係などから大きくA期～D期 の 4時期に分

けられる。

A期 平城宮造営以前。斜行溝や、古墳時代の掘立柱建物などがある。

B期  平城宮造営時。 SA 1765・ 14400・ 14500と 、 それに伴 う雨落溝がある。

SA 1765・ 14400は 南面大垣に先行する、平城宮の南端を開塞す る仮設的な塀 と

考え られる。壬生門の北 にあたる部分は通路 としてあいてお り、 SA14500が 目

隠し塀 となる。

C期  奈良時代前半。 SA 1765・ 14400。 14500を 撤去す る。壬生門か ら朝集殿

院に通 じる宮内道路SF 14350が 南北 に通 る。仮設的な掘立柱東西建物 SB 14380

・ 14381・ 14390・ 14391は 、 この時期 の ものであろ う。

D期  奈良時代後半。兵部省の東門に通 じる宮内道路 SF 14360、 式部省の西門

へ通 じる宮 内道路SF 14370を つ くる。 宮 内道路 SF 14350の 側 溝 を SD 9477・

9485に つけ替え、道路幅を広げる。

-31-



3 出土遺物

調査区の全域から瓦、鬼瓦、土器、石器などの多 くの遺物が出土 した。

瓦埠類 軒瓦は、藤原宮式をはじめ、奈良時代を通 じた時期のものが出土 してい

る。鬼瓦は平城宮瓦編年 Ⅱ期を中心 としたもので、 IA、 ⅡA・ B、 ⅣA式や無

文のものが出土 した。昨年度の第206次調査で出土 したものも含めて、図15に 示

す。 Ⅱ A2は 兵部省の礎石建物の礎石据付掘形から出土 したものであ る。

土 器 瓦に比べて量が少なく、奈良時代後半のものが主体である。 また、弥生

時代、古墳時代の土器も少量出土 している。

石 器 弥生時代の石器、剥片がある (図 14)。 1・ 2は サヌカイ ト製の石鏃。

3は磨製石剣。刃部の破片で、スレー ト製。 4は 石包丁で、三分の一 ほどを欠失

する。直線刃で、スレー ト製。

9                      '                     19Cm

図14 第216・ 220次 調査出土石器 (2:3)
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表 4 第 216次調査出土瓦集計表

軒 丸 瓦

型 式 占 凝 型  式 種 点 数

6282 G 3

A 2 L 1

6225

A 3

6284
R

C 2 3

不 明 3

6294 A 1

6275
D 6308 C 1

|1631 C l

不 明 H藤 5

A 2H型 式不

B lH
鋼 計丸 丸 4 7
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4 まとめ

今回の調査の成果をまとめると、以下の通 りである。

(1)壬生門北方の利用状況が明 らかとなった。奈良時代を通 じて、基本的に広

場的な機能 を もつ宮 内道路であるが、東西棟建物 SB 14380・ 14381・ 14390・

14391が あり、朱雀門北の広場 とは利用形態が若干異なっていたことがわかる。

これらの建物は仮設的なもので、なんらかの儀式の際に建てたと思われるが、

文献には記録がなく、どの様な儀式であったかは特定できない。

(2)建 物にはまとまらず、SF 14350の 中軸線に対 して東西対称の位置にある柱

穴を多数検出した。儀式の際の旗竿用の柱穴とも考えられ、広場の利用状況を推

定する上で貴重な知見となる。

文献史料には、壬生門の北で行なわれた儀式を具体的に記すものはない。朝堂

院南方という共通性から、平安宮朱雀門の北での儀式を平城宮壬生門の北に読み

かえると、『延喜式』に国家的儀式の際には会昌門、応天門、朱雀門の外側に衛

門府が東西に立ち並び、その際各種の幡竿を立てたことが記 してある。今回検出

した柱穴は、 こうした際のものとするのも一案である。

(3)SA1765が 朱雀門か ら壬生門まで続 くことが確定 した。 これは、総延長が約

235mに 及 び、平城宮の南面を区画す る。 また、壬生門をはさんでSA 14400が

さらに東方に延びることが確認できた。 これによって、 SA1765・ 14400が 平城

宮造営時の、南面大垣に先行する閉塞施設であったというこれまでの想定がより

確証をもつこととなる。 また、 日隠 しの塀SA14500が あることも判明 し、新た

な知見を得ることができた。

は)平城宮造営以前の、古墳時代、弥生時代の遺跡があることが判明 した。古墳

時代の遺跡 は、周辺の第48次 調査 (東 朝集殿)、 第205・ 206次 調査 (兵 部省)

などでも確認 しており、それと一連のものである。

弥生時代の遺跡は、第14次調査において平城宮の西南隅でも確認 しているが、

今回の調査では石包丁が出土 した。プラント・ オパール分析の結果からも、遺構

としては未確認であるが、周辺に水田がある可能性が高い。
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SA 1765。 14400に ついて 今年度の調査で、平城宮南面大垣周辺地区の、朱雀

門から壬生門までの範囲は一応終了 した。数次にわたる調査の結果、大垣の造営

に関する重要な知見が得 られたので、 ここでまとめておきたい。

関連す る調査 は、 西か ら第 16・ 17次 (朱 雀 門)、 130・ 157次 、 205・ 206次

(兵 部省)、 122次 (壬 生門)、 1650155032次調査である。南面大垣については、

一部に改修の跡が認められるものの、下層には北面大垣のような先行する掘立柱

塀は存在 しないことが明らかとなっている。一方、造営の時期については、壬生

門東方の第155次 調査で霊亀 3年 (717)～ 神亀 5年 (728)の 紀年をもつ木簡を

含む溝SDl1640の 上に大垣の築成上を積むことを確認 しており、少なくともこの

地点では南面大垣の造営が遅れることが判明 している (『 昭和59年 度平城概報』 )。

第157次 補足調 査 で は、 SA 1765よ り新 しい南北塀 SA l1700(第 205次 調 査

の結果により、単廊SC l1700で あることが判明 した )の柱穴上に南面大垣の犬走

りの地業を行なっていることを確認 し (『 昭和62年 度平城概報』)、 SA1765は 南

面大垣に先行することが明らかとなった。 また、第205次調査区東壁の土層観察の

結果、SA1765の 柱穴上に兵部省の第一次整地土が覆 っていることを確認 し (本 書

8頁 図 3)、 SA1765は平城宮造営当初のものであることが推定 されるのである。

一方、平城宮の西面についてみると、馬寮地区の調査で西面大垣SA 1600の 内

側約16mに、掘立柱塀SA3680・ 3590を 検出 している。 これは、馬寮の配置計画

の方眼とは一致せず、層位的所見からも西面大垣に先行するものと推定 している

(『 平城宮発掘調査報告』�)。 SA3680 0 3590は 佐伯門の東方で途切れ、 これ

は壬生門北方におけるSA1765・ 14400と 同 じ状況である。 こうしてみると、平

城宮の東面については未確認であるが、平城宮造営にあたって、最初に大垣に先

行する仮設的な掘立柱塀をつくり、北面は大垣 と同位置、西面、南面は約16m内

側に設定 したことが推定できる。ただ し、朱雀門以西では、南面大垣の北方にS

A1765と 対応する掘立柱塀を検出 してはいない。 しか し、 SA1765上 には整地上

が覆っていることを考慮すると、今後の調査によって、大垣の内側に同様の掘立

柱塀を検出することが期待される。
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式部省の調査  第220次

1  は じbに

平城宮南辺部 の発掘 は第214次 調査で兵部省 の調査 を終え、 引 き続 き東方 へ対

象をひろげている。第220次調査 は壬生門をはさんで兵部省 と対称 の位置 にあた

る式部省推定地 の西南部を対象 とし、 その解 明を 目的 とした。 1991年 1月 8日 か

ら開始 し、断ち割 り調査を残 し、 4月 4日 に終了 した。面積 は約1500∬ である。

調査地を式部省 と推定する根拠 は次のとお りである。

①平安宮 についての「大内裏図」 には朝堂院の南 に式部省・ 兵部省が対称 に画か

れている。平城宮 には二箇所に朝堂院があるが、 いわゆる第一次朝堂院の南 には

これに相当す る官衡跡が認め られない。一方、第二次朝堂院の南 には東西対称 に

同規模の官衡があったことが一部確認 されてお り、平安宮の配置 はこれを受 け継

いだ可能性が高い。

②兵部省と推定 した官衡の周辺から「兵部」「兵部厨」「兵厨」 といった墨書土

器がまとまって出土 し (第 122次 調査)、 また本調査区東方の溝SD4100・ 11640か

らは式部省に関わる大量の考課木簡が出土 しており (第 32次 補足調査・ 第155次

調査)、 遺物の上か らも先の推定を裏付ける。

次に、1989年度までの兵部省の成果を簡単にまとめると次のようになる。

①四周を築地塀がめ ぐり、規模は築地心々で約75m(250尺 )四 方 となる。

②築地塀は、当初は築地のみで、後に内側に礎石を置いて片庇廊 とする。

③内部にはいずれも礎石建物が建ち、北に東西棟が 3棟、南に南北棟が東西 2棟

ずつ計 4棟が配され、中央は広場となる。

④時期については、建物の礎石据付掘形と、整地土中から第Ⅲ期の軒瓦が出上 し

たことから、奈良時代中期以降と推定できるが、なお検討を要する。

既 に第165次 調査において本調査区南で官行の南辺築地を検出 し、東西の規模

が兵部省とほぼ同じであることが判明 している。 また、式部 。兵部 という官衛の

性格の類似 という点からみても、両者を比較検討 しながら調査を進めた。

一- 36 -一



2 遺  構

調査 区 は近鉄線 の軌道 の南で、西 は第 216次、 南 は第 165次調査区に接 し、東

は引 きつづ き第222次調査を行 な っている。

基本的な層序 は上か ら旧耕土 (25cm)、 床土 (10cm)、 灰黄粘質土 (10cm)、 黄

褐粘質土 (25cm)と なる。下の二層は整地上で、主な遺構は灰黄粘質上の面で検出

した。以下、各遺構の説明を行なう。 なお、主 な遺構 はA・ Bの 二時期 に大別で

きるが、時期別の変遷 については後述す る。

SB 14550 発掘 区西北 で検 出 した門で二時期 あ る。 A期 には棟 門程度 の小規模

な門で、 B期 に礎石建ちの八脚門 となる。

A期 の門の痕跡 は確認 で きないが、兵部省東 門を参考 に して南北溝SD 14554

をA期 の門の西側 の溝 と判断 した。 SD 14554は 幅約 50cmの 素掘 りの溝である。

B期 にはこれを埋め立てて門の基壇を築いた。基壇土 はわずか しか残 ってい.な い

が、 周囲 を石組溝 (SD 14551・ 14549・ 14553)が 巡 り、 東西 の石組溝 の心 々間

で7.2m(24尺 )を 測 る。礎石の据え付 け掘形 は 6個確認 した。門はなお北 に続 く

が、近鉄線に遮 られて確認できない。 しか し、兵部省東門との位置関係か ら見て、

桁行 3間 、 中央間3.9m(13尺 )、 両脇間2.lm(7尺 )、 梁間 2間、柱 間2.lm

(7尺)の 八脚門に復原できる。 この場合、軒の出は東西 。南 ともに 5尺 となる。

SA 12002 門か ら南へのび、式部省の西 を限 る築地塀で、二時期 ある。 A期 には

築地のみであったが、 B期 に築地心か ら東3.6mの位置に礎石建 ちの柱を立て、廊

SC14558を 付 ける。廊の柱間 は10尺 で、礎石 は全 て抜 き取 られている。門よ り南

に 8個 の抜取 り穴を確認 した。兵部省を参考 にすれば南 にもう 1間 のびる可能性

もあるが、削平されている。築地積土は部分的に数cm程残 っているだけであるが、

東西両側溝か らみて幅1.8m(6尺 )と 推定で き、第165次 調査 で検 出 した式部

省南 門SB 12003の 南北 中心線 か ら築地 の内側 まで が約36m(120尺 )と な る。

SD 9486・ 14555・ 12084 いず れ も築 地 塀 SA 12002に 沿 って 流 れ る南 北 溝。

SD 9486は 築地西雨落溝で、溝幅約 2～ 3m、 遺構面 よ りの深 さ約50cmで ある。

埋土 は上下三層 に大別でき、二層の境か らは瓦がまとまって出土 した。築地塀 の
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東の溝SD 14555は A期の築地の雨落溝で、溝幅約50cm、 深さは10cmで ある。築

地塀 の下 でSD 9486と SD 14555を 結ぶ暗渠 が 2箇 所 ある (SX 14556・ 14557)。

北側 の暗渠SX 14556に は導が入 ってお り、 南 の暗渠 SX 14557 1ま 平瓦 の凹面 を

幾重にも組み合わせて導水路 としている。 いずれ も急傾斜で西雨落溝SD9486に

流 れ込 む。 築 地 塀 の廊 SC 14558の 東 にあ る溝 SD 12084は SD 14555を 付 け替

えたB期のもので、溝幅約80cm、 深さは15cmで ある。

S D 14374・ 14372 門の西 にあ る 2条 の東 西溝 (SD 14374・ 14372)は 、 宮 内

道路 SF 14870の 側溝で、兵部省東門前で確認 した道路SF 14360の 側溝 と対称の

位置にある。 この うちSD 14374は A期 の門に、SD 14372は B期 の八脚門に伴 う

道路の南側溝と判断している。溝幅はともに50cmで、深さは現状で約10cmと 浅い。

SX 14444 第216次 調査で検出 した凝灰岩切石列 の続 きで 4個 分検出 し、東端

は門の前の石組溝SD 14551に 接 している。東端の石のみが120cm× 60cmと 大 き

く、他は一辺60cm前後である。第216次調査検出分 と合わせて東西18mに わたっ

て14個 の石が残 っている。上部に構造物は考え難 く、舗道である可能性が高い。

SB 14560 発掘区中央部にある南北棟礎石建物で、式部省の西第二堂にあたる。

築地塀SA12002の 心か ら15m(50尺 )東 に建物の心が くる。小石を含む黄褐色

の基壇土が10～ 25cm残 っている。基壇の範囲は東西 8m、 南北23mで、その周 り

は溝がめ ぐる。北 と東 は石組の溝 (SD 14564・ 14565)で 、人頭大の自然石 を

使 って底石・ 側石としているが、側石は大半が抜 き取 られている。西は素掘 りの

溝 (SD 12082)で あるが、 2箇所に丸瓦が凹面を上 に して据えてあるので、元

来は丸瓦を利用 した溝であった可能性がある。 SB 14560の 礎石 は残 らず、根石

と礎石抜 き取 り穴から、桁行 5間、柱間4.2m(14尺 )で、梁間 2間、柱間2,7

m(9尺 )の 規模に復原できる。東西の軒の出は1.8m(6尺 )で ある。建物中

央にも礎石抜き取 り穴があり、床張 りであることがわかる。

SD 14563 F]SB 14550の 周囲及 び西第二堂 の周囲 を巡 る溝 は連続 してお り、

両 者 をつ な ぐのがSD 14563で 、 石組溝 はSD 14564を 経 て西 第二 堂 東 のSD

14565へ 、さらに南端でSD14566へ と続 く。
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SA 14559 築地塀 SA 12002と 礎石建物 SB 14560と をつ な ぐ掘立柱塀 で あ る。

西端はSA12002に 接 し、そこか ら3間分東へのびる。柱間は10尺 等間である。

SB14560の 北側柱列と柱筋を揃えている。

SX 14561 石組溝SD 14563の 北 にある凝灰岩切石列で、一辺20cmほ どの方形

の凝灰岩が60cm間 隔で10個、東西に並ぶ。用途は不明である。

SA 14562・ 14567 礎石建物 SB 14560の 東 と西 にあ る南北方 向の掘立柱塀 で

あ る。 SA 14562は SB 14560の 西 側 柱 か ら 3m(lo尺 )西 、 SA 14567 1ま 東 側

柱か ら3.6m(12尺 )東 にあり、 ともにSB 14560と 柱位置を揃え、柱間14尺 で

南北 5間 分 あ る。 SA 14562の 西 に は南北 溝 SD 12083、 SA 14567の 東 に は土

層観察用の畦に重なるがSD 14568が あり、それぞれ掘立柱塀に伴 うものであろ

う。 2条 の南北塀の性格 は、 SB 14560の 東西を応ゝさぐ目隠 し塀なのか、 あるい

は東西に付 く庇となるのか、さらには下層の遺構なのか等、なお検討を要する。

SC 14569 式部省南面築地の内側の廊のうち、南門より西の部分。 5個 の礎石

が残 り、柱間は 3m(lo尺 )。 さらに東に 1個の礎石抜取 り穴があり、計 5間 と

なる。南門をはさんで東の廊SC14570は 、礎石抜取 り穴を西端か ら 2個検出 し

たものの、それより東 は削平が著 しく、確認できなか った。西面築地の廊SC

14558と 同 じくB期 のものと判断 した。

SD 14566 SC 14569の 北 雨落清 で、 SD 14565と 連 続 す る石 組 溝 で あ る。 側

石・ 底石 ともに残 りが良 く、側石間の内法は30cmを 測る。西端 はSC14569の 西

端 と揃い、礎石建物 SB 14560の 東南隅か ら西 には延びない。東 は南門SB 12003

の所で南折 し、更に東ではSD14572と なる。

S D 12040 発掘区東端の溝で、南は南面築地をこえて南流する。溝幅50cm、 深さ

15cmで、瓦が大量に入っている。溝の位置は南門の中心をはさんで、8D14568と

対称となり、式部省東第二堂の西に想定される南北塀の西の溝となるのであろう。

SK 14571 調査区東半 にはSK 14571を は じめ、近世以降の土坑 がい くつかあ

る。大小さまざまであるが、中にはバラスないしは瓦片が大量に含まれており、

水田耕作等の際にこの周辺から集めて廃棄 したものと推定できる。
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以上を時期別にまとめると、次のようになる。

A 期 西門SB 14550が 棟門の時期で、築地塀 SA 12002も 廊 も伴 わない。礎

石建物SB14560が 建つ。

B 期 西門SB 14550の 規模 を拡大 し、 あわせて西面築地SA 14002の 内側 に

廊 SC 14558を 、 南 面 築 地 の 内側 に SC 14569・ 14570を 設 け る。 SB 14560は

存続 し、門の周囲、礎石建物の周囲などを石組の排水溝が巡る。

ただし、現段階では遺構に関 して未解決の問題として次の諸点がある。

①A期 に先行する遺構の有無 南面大垣の内側約16mの 位置を東西に走 り、遷都

当初のものである可能性が高い掘立柱塀 (SA 1765・ 14400)が 、壬生門より東に

も連続することが第216次 調査で明らかとなった。 この塀を東に延長すると、本

調査区の南端ないしわずかに南にあたり、その有無の確認が必要 となる。

②掘立柱塀SA 14559の 時期  SA 14559の 西端 は築地塀SA 12002に 接 す るが、

SA 12002に 伴 う溝 SD 14555を 切 って い る状況 で あ る。 一 方、 SA 14559東 端

の柱穴 は南北塀 SA 14562と 切 り合い、 ともに B期 の石組溝SD 14563に 切 られ
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ている。 したが って、 SA14559、 14562の 新 旧関係 の確認 とと もに、 それ らを ど

の時期 に置 くのか。具体的にはA、 B期 の間にもう一時期設定すべ きなのかにつ

いて も、断ち割 り調査 の結果を待 ちたい。

3 遺  物

軒瓦の出土点数 は表 5の 通 りである。全体的に軒平瓦 に比べて軒丸瓦の点数が

際だ って多い。中で も藤原宮式の軒瓦が30点 と半数近 くを占め る。その他、量的

にやや多 い軒瓦の組 み合わせ は6282G-6721Fで、 これ は兵部省 で見 られた組 み

合わせ と同 じである。

なお、西面築地 の西雨落溝SD9486か ら大量の瓦が出土 した。 完形品の割合が

低 く、 自然落下ではな く投棄 されたものと判断されるが、軒瓦をほとんど含 まず、

丸 。平瓦のみで構成 されている。 これは築地塀の屋根 に軒瓦を用 いなか った こと

を示すのか も知れない。

土器の出土は瓦に比べて少ないが、硯が比較的多い。 また墨書土器の中に「式」

と記す ものが 1点ある。

表5 第220次調査出土瓦集計表

瓦丸軒 瓦平軒

型 式 1  種  1 点数 型 式  1  種  1 点数 型 式  1  種  1 点数

6132 1  A  1  1

6225 1  A  1  3

1 不明  1  1

6233 1  B  1  6

6273 1  A  i  3

1   B   1   1

6274 1   A   1   2

6275 1  A  1 10

1  B  1  2

1   D  1  4

6275  1  H  i   l

6279  :  A  1  5

6282  1  G  1  7

i  H  i

6284 1  A  I

6313  1  F  I

i  I  I

型 式 不 明 の 藤 原 宮 式

型 式 不 明

6572  i  C

6641  1  F

6663  1 不明

6664  1 不明

6681  1  B

I 不明

Ｅ

一
Ａ

一
Ｆ

6685

6691

6721

6739  1   C J

軒 丸 瓦  合計 64点 軒 平 瓦  合計 8点
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4 成果と課題

(1)兵部省との比較

当初の予想をある程度裏付けるように、兵部省 と式部省 との共通点 と若干の相

違点が見いだせた。以下、それらについてまとめてみる。

両者の位置関係と全体の規模 壬生門の中軸線か ら38.6m西 に兵部省東面築地の

心が位置 し、同じく38.6m東に式部省西面築地が くる。つまり、両者は壬生門中

軸線をはさんで東西130尺 づつ、260尺 を隔てている。兵部省の規模 は東西築地

心々で74.5m、 南北築地心々が73.9mを 測り、250尺 四方で計画 されたことが判

明している。一方、式部省の東西幅は、正確な数値は東面築地の調査をまたねば

ならないが、約74mと することができ、やはり250尺 と推定で きる。

建物配置と規模 兵部省東門と式部省西門は壬生門をはさんで対称の位置にあり、

規模も一致する。兵部省東第二堂は、建物の南北中軸線が東面築地から15.2m西

に、北側柱が南面築地か ら26.8m北に位置する。式部省西第二堂 は、西面築地か

ら14.8m東 に建物の南北中軸が、南面築地から26.6m北 に北側柱が くる。若干の

誤差はあるものの、それぞれ50尺 と90尺 という完数値が得 られ、同一の配置計画

をしていたと言 ってよい。ただし、建物の規模は兵部省が桁行 5間 (柱 間寸法14

尺)、 梁間 2間 (同 10尺 )な のに対 し、式部省のそれは梁間の柱間寸法が 9尺 と

短 く、若干異なる。また式部省は床束がある構造をとるが、兵部省にはない。

遺構変遷 式部省は平面検出の段階の知見ではあるが、西門がおそ らく棟門か ら

八脚門へ、築地塀から内側に柱を立てた片庇廊へ、 といった建て替えの仕方にも

兵部省と共通性が見いだされ、両省は一連の改作であった可能性 もある。

以上のように、宮衛全体の規模、建物の配置と規模、建て替え等々、兵部省 と

式部省の共通点が顕著に見 られる。 これは両省が官衛の性格 として類似 し、宮の

中でも一対に配置されている.こ とをより具体的に裏付けるとともに、二つの省の

みならず、他の八省の中心部分 も基本的には同様であったことを推測 させるもの

といえる。一方、部分的には相違点もある。とくに第二堂の構造が異なっており、

これは両省の建物の使われ方の違いを反映するのかも知れない。
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ちなみに平安時代の式部省内の政務を示す史料を見 ると、床張 りであ った こと

を示す記述がある。『弘仁式』『延喜式』の式部省の考問引唱の項 に「省掌、曹

司庁並 びに省掌の座の東 に床畳を鋪設す」 とあるのがそれで、勤務評定 の文書 に

ついての質疑応答が行なわれ る考間の場が省内の建物である曹司庁や省掌の座 で

あり、そこに床畳を設 けるとは床張 りであった ことを示 している。 もっとも、 こ

れを奈良時代にまで及ぼ してよいのかどうか、兵部省で も行なわれたであろう考問

引唱の際の鋪設が異なっていたのかどうかなど不明の点 も多 く、参考 にとどめる。

(2)式部省全体の年代

昨年度 までの調査で、兵部省の遺構の年代が奈良時代当初 まで遡 らない可能性

が指摘 されたが、遺構変遷 の類似か ら、式部省 も同様 に考 えるべ きなのであろ う

か。第二次朝堂院の前面 に遷都当初遺構が存在 しなか った とす ると、当初の式部

省が どこにあ ったのかが問題 となる。一方、本発掘区の東南 に接 す る第155次 調

査で は神亀 5年 (728)の 年紀 の式部省関係木簡が出上 し、付近 に奈良時代初期

か ら式部省の一部があったことを示す有力な資料 もある。 したが って、兵部省 も

含めた二省の年代 は、遺物、遺構の両点について再検討を要す る課題 といえよう。

(3)周辺地域 との関係

今回の調査 は式部省全体か らみれば西南の一部を発掘 したに過 ぎない。 ここで

の知見 と兵部省での知見 とをあわせて考えることによって、式部省 の全体の構成

が予想 しうるようになったのは大 きな成果であるが、 なお細部での違 い もあ り、

近鉄線の北側 も含めて発掘が完了 した段階で、全体像があきらか となろう。

次 に平安宮の『大内裏 図』 によれば、式部省 の東 には「式部厨」 (あ るいは

「式町」)が画かれてい る (26頁 図 12参 照)。 今回の調査 で検 出 した遺構 は前者

にあた り、発掘区の東 には式部省の実務を行な う「式部厨」 にあたる一画があ る

と予想 される。前述の大量 の式部省関係木簡 も今回の発掘区か らで はな く、東 の

地域か ら捨て られたものと考え られる。現在調査中の第222次 調査 の成果を待 ち、

今回の遺構 と合わせて検討すれば、中心施設 とそれに伴 う実務的な施設 とによっ

て構成 されていた、古代国家の一つの省の全容が明 らかになろ う。 (寺崎保広 )
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5 第一次大極殿地区の調査  第217次

1 はじめに

調査は、第一次大極殿地区の整備のために、平城宮跡資料館北か ら東へ延び、

第一次大極殿地区を東西に横断する旧構内道路を撤去するのに伴い、 同地区の東

西両面の築地回廊および大極殿前面の広場北端部の解明を目指 したものである。

旧構内道路部分を含む、幅 8～ 10m、 東西171mの 調査区を設定 し、東西両端部

には築地回廊の解明のために西端で南北41m、 東西28m、 東端で南北 8m、 東西

9mの拡張区を設けた。面積は約2985∬ である。なお本調査は、1990年 7月 から

9月 に西端部を第217次西調査 (面 積1440r)と して、 また10月 か ら12月 に東に

続 く部分を第217次 東調査 (面 積 1545∬ )と して、それぞれ調査を行 なった。

2 調査前の地形と基本層序

調査区は平城宮跡東北から南へ延びる小丘陵の南端に位置 し、西は御前池・ 佐

紀池を結ぶ谷筋で、東は本地区と内裏・ 第二次大極殿地区との間を走 る浅い谷地

形で画される。発掘区内の旧地形は北から南へ緩 く傾斜するが、旧構内道路をは

さんで、その北の部分は南より2m程の比高差で高 くなっており、 また傾斜 も大

きい。また西端では谷筋により、 1～ 3m程の段差があり、段上には南北に土塁

状の高まりが走 り、西面築地の痕跡とみられてきた。道路北の段 は大極殿地区の

壇の名残であり、遺構の残 りもよい。それに対 し、南及び西端は旧水 田が一段低

く、遺構の削平ははなはだしく、残 りは悪い。なお旧構内道路の北側 に沿 って用

水路が西流 し、調査区西端で谷筋縁辺部に沿 って北流 している。

層序は、第一次大極殿地区内でも旧構内道路の北と南で、それに西端の第一次

大極殿地区外で大きく異なっている。西調査区では、いずれの箇所で も遺構面は

地山の上に積まれた lm以上に及ぶ厚い整地層の上にある。旧構内道路北では、

耕土の下の厚さ約50～ 60cmの 床上の下に、奈良時代の遺構面がある。現地表面か

らの深さは約60～ 70cm。 ただし西端の上塁状の高まりはすべて後世の盛土であり、

水田開発時に東の遺構面のある整地層を削平 し、水田脇に積んだものとみられる。
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西調査区の道路の南の区域 の うち、東半部では耕土・ 床上の下 に、 瓦器 を含む

遺物包含層が 5～ 10cm堆積 し、 この下 に奈良時代の遺構面がある。現地表面か ら

の深 さは約30～ 60cmで ある。西半部ではこの瓦器を含む包含層がな く、床土 の下

はす ぐ遺構面 となる。

調査区西端の第一次大極殿西面回廊外で は、耕土・ 床上の下 に10cm程 の整地土

とみ られる茶灰褐土があ り、 その下 に遺構面がある。 なお道路以北 には宮跡整備

にともなう新 しい盛土が耕上の上 にあるため、現地表面か ら遺構面 までの深 さは、

北では約80cm、 南では約60cmで ある。

3 これまでの知見

第一次大極殿地区 は、既 に第 27・ 41・ 69・ 72・ 75・ 77・ 87・ 117次 調査 によ り

東半分の様相が明 らかにな ってお り、その成果 は『平城宮発掘調査報告』� にま

とめ られている。 さらに西面築地回廊部分 について も、今回よ り100mほ ど南 で

1988年 度 に第192次 調査 を実施 して いる。

これ らの調査によって、本地区東半部では大 きくは 3時期 の変遷が確認 されて

お り、その概要 は次のとお りである。

◎第 I期 〔平城遷都か ら天平勝宝 5年 (753)頃 まで〕

本地区 は南北約318m、 東西約 177mを 占め、 その北三分 の一 が一段高 い壇 と

なり、その南に礫敷の広場が広が る。壇の前面 は高 さ 2m以上 の壕積 の擁壁 とな

り、東端に広場 に降 りてい く斜道が設 けられている。 I期 はさ らに 4期 の小時期

に分 イナられる。

○第 I-1期 〔和銅創建時〕

周囲を築地回廊で囲む。回廊の基壇幅 は10.8m、 側柱 の柱間寸法 は桁行4.58m

(15.5尺 )、 梁間3.54m(12尺 )で ある。壇上 には巨大な正殿 と後殿 とが建つ。

前者 は桁行 9間 (45。 lm)・ 梁間 4間 (20,7m)の 四面庇付 き建物 で、恭仁京

遷都時に恭仁宮 に移 された大極殿 にあたる。

○第 I-2期 〔神亀～天平 12年 (740)頃 〕

南面築地回廊の南門の脇 に楼を増築する。
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○第 I-3期 〔恭仁京時代〕

大極殿がなくなり、壇上には後殿だけが残 る。東面および西面築地回廊を撤去

し、南北塀 (柱 間寸法4.58m=15.5尺 )に変える。

○第 I-4期 〔天平 17年 (745)平城還都後～天平勝宝 5年 (753)頃 〕

第 I-1期 の基壇を踏襲 して、東面および西面築地回廊を再建する。柱間寸法

は、桁行3.95～ 4.Om(13.2尺 )、 梁間3.6m(12尺 )で ある。

◎第 Ⅱ期 〔天平勝宝 5年頃から延暦 3年 (784)長 岡遷都まで〕

本地区は、大幅な改作を行なう。南面・北面築地回廊を内側に寄せ、南北の長

さは186mに なる。蜂積擁壁 は取 り払い、壇は南に18,3m拡 張 し、南面 を導積擁

壁から石積擁壁に変更する。壇上には桁行 9間 の東西棟建物 3棟を南北 に並べる

正殿をはじめ、多数の建物が建ち並ぶ。 この地区は当時「西宮」 と呼ばれたとみ

られる。

◎第Ⅲ期 〔大同 4年 (809)以 降〕

平城上皇が再興 した時期にあたる。基本的に第 Ⅱ期の占地を引き継 ぐが、築地

回廊は回廊部分を撤去 して築地 とする。壇上には正殿・後殿・ 脇殿等が建ち、建

物の間を塀や溝で区切る。平城上皇期 (大 同 4年 ～天長元年・ 824)と それ以降

の 2期 に区分できる。

4 検出した主な遺構

上述 したこれまでの知見によれば、今回の調査区は東西両面の築地回廊 と東西

両中央門、第 I期 の広場の一部、第Ⅱ期の石積擁壁部、壇上か ら下の広場に降 り

ていく東西の斜道付近にあたる。検出した主な遺構は、第一次大極殿地区の東西

両面築地回廊、門 2棟、塀 4条、掘立柱建物 5棟、溝 8条、土坑 12基、 それに鍛

冶工房遺構などである。以下、 これ らを上記の 3時期に分けて説明す る。

◎第 I期

西面築地回廊SC 13400

第192次調査で確認 した西面築地回廊 SC 13400の 北延長部 に当た る。 当初 の

基壇の痕跡は遺存するが、上面は削平され側柱の礎石据え付け痕跡は失われてい
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図18 第一次大極殿地区遺構変遷図

る。幅約13mの 掘込み地業が、最大で深 さ65cm残 る。掘込み地業 は、礫混 じり砂

質土 と粘質土を交互 に 7層前後積んだ、厚 さ約 lm前後の整地層の上面か ら掘 り

込む。 そ して 3層前後の砂質土ない し粘質土で埋 めた後、 その上 に築地回廊基壇

を形成する。その後、郭内については再び約30cmの 厚 さの整地上を敷 く。そのた

め上層の整地上上面では掘込み地業の痕跡 は見えない。
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東面築地回廊SC5500

当初の側柱の礎石据え付け痕跡は削平により見つかっていない。東面築地回廊

部は西面とは異なり、地山面が高 く、 しかも礫を含んで硬いために築地構築の際

に掘込み地業は行なわず、地山を削 り出している。

西面塀SA 13404

第192次調査で確認 した第 二-3期 の掘立柱南北塀 SA 13404の 北延長部 にあ

たる遺構で、今回は 8間分検出した。東半部の知見で第 I-1期 の築地回廊の外

側の側柱列に重なる位置に作 られたことが知 られる。今回の調査においても、第

I期 当初の築地回廊の側柱位置は不明のままだが、後述するように、第 二期を踏

襲 した第 Ⅱ期の築地回廊の西側柱筋 は、SA 13404の 柱筋 と一致することが判明

したので、 これまでの知見を再確認できた。柱間寸法は4.6m。 礎盤 として導や

安山岩を用いる。

東面塀SA3777

第 I-3期 の東面掘立柱南北塀について、旧調査区で柱穴を再検出した。旧道

路下には柱穴が 2個予想されるが、上部の遺構の残 りがよいため無理に検出する

ことはさけた。

埠積擁壁の抜取 り痕跡SX 14278・ 西側斜道SF 14255A・ 広場SH 6603A

西面塀SA 13404の 東約26.5mの所に、最 も残 りの良いところで上下三段重な

り、南北に連なる簿列、およびその北に続 く幅約30cm、 深さ 5 cm程 の南北溝状遺

構SX14278を 延長16.6m分検出 した。蜂の抜取 り痕跡である。 これは、鷺積擁

壁SX6600の 西への延長部 に当た り、西側斜道 SF 14255 Aの 東壁 を飾 っていた

埠の跡である。築地回廊の掘込み地業の東端か ら東へ16.5mの 位置にあり、その

間がほぼ斜道SF14255Aに 当たるが、斜道 自体 は削平 により残 っていない。簿

の積み方は、長方形鷺の長さ約30cmの長側面を外に向け、平積みにしてある。長辺

を各段半分ずつずらし、目地は工字形を呈する。また上方に行 くにしたがい西に傾

斜 しており、斜道の東壁が垂直でなく、傾斜を持っていたことがうかがえる。 これ

より東及び南が広場SH6603Aに なり、細かい礫を敷いていた状態がみ られる。
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東側斜道S F9232A・ 埠積擁壁SX6600

東側斜道SF9232Aの 西壁を飾 っていた導 の一部 とその抜取 り痕跡の溝状遺構

は、第117次調査の際に、調査区を旧構内道路下に拡張することによって調査 し

ている。今回は旧調査区で再検出したほか、 ごくわずか拡張 した部分で、少量の

上器類とともに遊離 した状態の導を検出 した。

南北溝SD 14270

西面築地回廊の西は旧水田面が一段低 くなっていたが、その南端で幅2.5～ 3

mの 溝SD 14270を 検 出 した。 これ は第 192次 調査 で検 出 したSD 13402の 北延

長部と見 られるが、深さ30cm程度 しか残 っていず、かつ調査区南端から長さ約 9

m分 しか確認できない。 この溝は、第一次大極殿地区の東外郭部の南北溝SD

3765と 対称の位置にあたる。出上 した瓦は平城宮軒瓦編年の I期からⅢ期前半に

わたり、 この溝は第Ⅱ期の造営時に埋められた可能性がある。なおこの溝の北端

か ら17m程北か ら発掘区北端にかけて、南北約14mに わた り西への落込みSX 14

333が ある。西端は発掘区外に出るため確認できないが、最 も広いところで幅約

lm分検出した。 これの性格は今後の課題である。

土lttSK14301・ 14316・ 14322

第 I-3期 の築地回廊解体時に、瓦や築地回廊の化粧に用いた凝灰岩の切 り石

等の廃材を捨てたとみられる土坑が、西面築地回廊の両側に計 3基 ある。埋土に

はいずれ も大量の瓦を含む。 ただ しSK 14301・ 14316に ついては、 出土 した軒

瓦の時期が平城宮軒瓦編年の I期前半に属するため、 この時期の上坑 と推定 した

が、あるいは後述する第Ⅲ期の土坑SK14260と 同時期である可能性も残る。

◎第Ⅱ期

西面築地回廊SC 14280。 東雨落溝SD 14290

2列 の側柱列が、北の一段高い地区に東は 5個、 4間分、西は削平により 1個

だけ残存する。西側柱の位置は第 I-3期 の西面塀SA13404の 柱筋と一致する。

これが当初の築地回廊SC13400の 基壇を再利用 し、第 二-3期 に再建 された築

地回廊 SC 14280の 側柱である。柱間寸法 は、桁行が3.9m、 梁間が築地本体 を
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はさんで 2間で7.2mと なる。東面築地回廊SC8860で は、桁行の柱間寸法は3.95

～4.Omの 等間であったが、 これよりやや短 い。東側柱列の東、心心距離2.6m

の所に幅50cmの 礫敷きの帯状遺構があり、途中で途切れなが ら約10m続 く。 これ

は東雨落溝SD14290の 底がかろうじて残 ったものとみられる。

また調査区北端で、東西側柱列にはさまれた中央部に、幅約1.5m、 高さ約20

cmの高まりが南北に5m程続 くが、断面上層観察の結果、 5～ 10cmの厚さの粘質

土層を版築状に積んでいることを確認 したので、築地本体の基底部が遺存 したも

のとみ られる。その中心か ら東雨落溝SD 14290の 西端までの距離を西に折 り返

すと、築地回廊の基壇幅は11.6m程 に復原できる。西側柱列の西方、心心距離で

1.8mの 所に南北に小穴が約 2mの間隔で並ぶ。 これ らは西側柱の正面及び中間

の位置にあたる。一方東側側柱の東方 3mぉ ょび 2mの所にも3.9mな いし4m

間隔で小穴が南北に並ぶ。 これらは、回廊の建築、および解体時の足場穴列SS

14815。 14289・ 14294と み られ る。

東面築地回廊SC8360

今回新たに、側柱の礎石据え付け痕跡を 2カ 所で検出したほか、旧調査区で 4

カ所を再検出した。

西側斜道SF14255B。 東側斜道SF9232B・ 広場SH 6603 B

導積擁壁を持つ斜道では導が抜き取 られるが、斜道自体は踏襲され、土披のよ

うな状況 で あ った とみ られ る (SF 14255 B・ SF 9232 B)。 広 場 が南 に向か っ

て傾斜 しているため、最 も低 くなる斜道の南端部では、西側、東側ともに擁壁の

導が抜きとられず残存する。なお、西側では 3段残 る尊のうち最上段のものは風

化が著 しい。 これはヽ斜道の導積擁壁を壊 したあとも簿の一部が地上に露出して

いたためであろう。

この時期の広場SH6603Bに ついては、かつての東半部の調査では第 二期の礫

敷 きの上に黄褐色粘質土を主とする厚さ10cm前後の整地上を置き、さらにその上

に礫を敷きつめた痕跡が認められたが、今回の調査区では削平が著 しいこともあ

り、確認できなかった。

-50-



石積擁壁SX9230

この時期には広場正面の導積擁壁SX6600が 壊 され、壇を前面 に広げ石積挽壁

SX9230に なる。第 117次 調査では東端部の 8m分が検出済みであったが、今回

新たに基底部の石およびその抜き取 り穴29m分 を検出 した。 これで全長132mの

約30%に あたる分を検出できたことになる。調査区の西は後世の削平が著 しいた

め、残りの部分は残存 していなかった。残存部分を見る限り擁壁は直線状である。

石敷SX 14340

石積擁壁の東西中央部で、長径30cm程度の安山岩とチャー トを、上面が平 らに

なるように据えた石敷SX14340を 検出 した。検出 した石は 7個 で、範囲は南北

3m、 東西 lmで ぁる。東側は水路によって削平 されており、第一次大極殿地区

の中軸線で折 り返すと東西幅は3.6m程 度に復原できる。石敷の北端か ら石積統

壁SX9230の ラインまでは4m離れている。検出面がやや浅いなどの疑問点 もあ

るが、壇のちょうど中央にあたるので、階段などに伴 う遺構の可能性がある。

◎第Ⅲ期

西面築地SA 14330・ FttSB 14300・ 土坑SK 14260

西面築地回廊SC142801ま 、築地SA14330に なる。新 しく築地を築 き直 した痕跡

はないので築地回廊の回廊部のみを撤去し、築地部を再利用したのであろう。そして

西面中央門SB 14300を 作 る。桁行 3間、梁間 2間。桁行柱間寸法は中央が3.9m

(13尺 )、 両端間が2.4m(8尺 )、 梁間柱間寸法は2.7m(9尺 )等間である。

また、築地西側では発掘区南端 に南北9.5m以上、幅約 4mの 土坑 SK 14260

がある。埋土中には多量の瓦を含み、その中には平城宮軒瓦編年 I期前半からⅣ

期前半までの軒瓦があるので、第Ⅱ期末の回廊部の撤去時の廃材を、第Ⅲ期の造

営工事に際 して土坑を掘 り、捨てたものであろう。

東面築地SA3800・ 門SB8310

東面築地回廊SC8360も 、築地SA3800だ けにな り、西門 と対称の位置に東門

SB8310を 作 る。 この門は南妻柱列を除き、第87次 南調査で検出済みである。桁

行 3間、梁間 2間、桁行の柱間は中央が3.9m(13尺 )、 両端が2.4m(8尺 )、
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梁間は2,7m(9尺)等間である。門の南側で築地寄柱の礎石 と考えられる凝灰

岩切石を 2つ検出した。礎石の間隔は石の外外で1.6mで ぁり、 これが築地基底

部の幅とみられる。

築地の西雨落溝SD8226は 、底を浅 くしなが ら門SB8310の 南 まで続いている。

旧道路下では、遺構の残 りがよく、凝灰岩切石・ 安山岩で両側を護岸 し、 さらに

それらの石の上に二重ないし二重に瓦を重ねていた。

東西両築地間距離は、東西両門の心心で177.2mと なる。

南北塀SA8238。 南北溝SD8237・ 8239

南北塀SA8238は 東面築地SA3800の 心か ら東 17.8m(60尺 )に 位置する。今

回新たに柱穴 2個を検出 した。また、 この塀の東西雨落溝 と考え られているSD

8237・ 8239も 検出している。

鑓邑呂ξSF14342

石積擁壁から南に延びる溝を 2条検出した。 これ らは、本地区の中央軸に対 し

て対称の位置にある。東側の溝 (SD 7133、 第72次 南調査で検出済み)は残 りが

悪い。西側の溝 SD 14341は 、底に敷 き並べていた凝灰岩の切石 を 2m分検出 し

た。 これらの溝の間は通路SF14342と 考えられ、その幅は48.4mで ぁる。

北庇建物SB14200。 東西溝SD 14241・ 土坑SK 14240

西側斜道SF 14255 Aの 擁壁 の、埠 の抜取 り痕跡 SX 14278を 切 って、桁行 5

間 (柱 間寸法2.4m=8尺 等間)、 梁間 3間 (柱 間寸法2.4m=8尺 等間)の 規

模で、北 に庇 を もつ東西棟建物SB 14200が 建 つ。 この建物 は、斜道 SF 14255

Bの 位置に重なることか ら、SB14200を 建てた段階では斜道の登 り回は北に寄 っ

たと考えられる。なお、本地区の東半部の調査で、対称の位置に同規模の北庇建

物SB9220を 検出している。

SB 14200の 東北 の角か ら、東へ続 く幅1.3mの 東西溝SD 14241が あ る。 延

長2.2m分 を検出 しただけで、東端は調査区の外へ延びるため、全長は不明であ

る。南岸は人頭大の安山岩を、北岸はそれより小振 りの凝灰岩を並べて護岸する。

この溝 は土坑SK 14240の 埋土上に作 られている。北岸の凝灰岩列 は残 りは悪 い
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が、南岸の石列より上層の埋上に据えられており、なんらかの改修を受けた跡 と

みられるが詳細は不詳。なお本地区の東半部の調査で も、SB9220の 西北角か ら

は東西溝SD9286が西に延び、SD 14241に 対応 している。

土坑SK142401ま 、遺構面か らの深 さが約40～ 50cmで 、南北 10.5m、 東西3.5

mを検出 した。東南部 は調査区外になるため、全体規模 は不詳。 SK14240 1ま 広

場の西北端、石積擁壁のす ぐ南の位置に当たり、第 Ⅱ期に存在 したとは考えがた

い。埋土中には平城宮軒瓦編年のⅣ期前半までの軒瓦を含むことから判断すれば、

第Ⅱ期と第Ⅲ期の間、すなわち長岡遷都に伴 うか、第Ⅲ期の造営に際 して掘 られ

たのであろう。

◎平安時代以後の時期

鋳銅工房遺構

(舘野和己・ 森本 晋)

北庇建物SB 14200と 重複する位置において、土の焼 けた小穴等を20基 以上検

出した。埋土に対蝸片や銅滓を含むものがあり、鋳銅工房関連の遺構 と考えられ

る。鋳銅工房の遺構には炉 2基、弱 く焼けた小穴 2基、埋土中に木炭を含む小穴

18基、そのほかの小穴10～ 20基、塀 2条などがある。

これらの遺構は層位的には同一層上にあり、鋳造作業面の重なりや切 り合いが

なく、同時期のものであると見てよい。次に、これらの遺構の配置状況を見ると、

一定の規則性があることが分かる。つまり、約 2mの距離をおいて 2基の炉SX

14207・ 14203が あり、各炉か ら約0,3、 0,6m離 れて弱 く焼けた小穴 (以 下、焼

け穴 と呼 ぶ )SX 14209・ 14204が 位 置 し、 炉 SX 14207の 西 側 、 炉 SX 14203

の南側と東側にそれぞれ一定の空閑地があり、その外側に木炭を埋土中に含む小

穴 (以 下、炭穴と呼ぶ)、 その他の小穴 (以 下、小穴と呼ぶ)が ある。 しかも、

炉と炉、炉と焼け穴、炉 と炭穴・ 小穴などが重複 しない。以上のように、遺構の

層位的な検討や平面配置などから見て、 これらの遺構は一体 となって一つの鋳銅

工房を構成 し、同時に操業 していたと見てよい。

炉は共に、周囲が橙褐色～灰色に強 く焼け、やや離れた所に焼け穴が位置する。

既に述べた層位や平面配置から見て、炉と隣接する焼け穴が一対 となっていると
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考えてよい。炉SX14203は地面を浅 く円形に掘 り窪め、底部を平坦 に したもの

で、直径約50cm、 深さは約10cmあ り、内壁北東面に導を貼 りつける。対になる焼

け穴 SX 142041ま 一辺約50cmの 方形 を呈す る。炉 SX 142071ま 地面を楕円形 に掘

り窪め、底部を平坦にしたものである。北東壁面に導を貼 りつけるほかに、西壁

面にも礫、平瓦などを貼 りつけ、さらには底部に 4個 の礫を据えるなど、構造が

SX14203と は異なっている。そ して、底部中央か ら4個 の礫の間にかけて木炭

粉の薄い層が堆積 していた。 また、 この炉 と対になる焼 け穴SX14209は 径約30

cmの 円形をなす。 このような 2組の炉と焼け穴に認められる差異は、既に述べた

理由から、時期差ではなく機能差を示 していると考える。それぞれの機能を示す

直接的な手がか りは得 られなかったが、炉SX 14207底部の 4個 の礫 は、その上

に対鍋を置 くためのものかも知れない。 もしそうだとすれば、炉SX14207は 鋳

造用の銅などの合金を溶解する炉、そ して炉SX142031ま 原料の銅地金などを溶

解する炉とする想定も可能になる。 しかし、これは今後の類例や資料の増加をまっ

てあらためて検討すべきであろう。

この 2基の炉の周囲にある空閑地については、直接的な証拠はないが、輔を設

置 した場所や作業時の二人の「座」と想定することで、空閑地 として残 っている

Y=-18,655
|

X=-145,280

凡例

鮎罐 炉

「
■1焼けた小穴

饉鯵鰯本炭を含む小穴

図20 鋳銅工房遺構図 (1:100)

◎
S B14224

◎

SX 14204
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ことが説明できると思 う。 このほか、対になる焼け穴、周囲の炭穴や小穴の性格

は不明であり、また、燃料となる木炭を置 く場所などは確定できなかった。

遺物 は、土坑SK 14206か ら鉱滓、銅滓が出土 し、炉SX 14207か ら靖蝸、 ス

サ混 じり粘土製品などが出土 した。靖鍋は胎土に砂粒を含む粘土製のもの。全周

の約四分の一が残り、注回の有無は不明。口唇部から内面底部にかけて薄 く鉱滓、

木炭などが付着 し、緑青をおゝいている。スサ混 じりの粘土製品は断片であり、元

の形が復原できず性格が明らかではない。あるいは、炉の上部構造の一部 とする

の も一案であろう。 (小 池伸彦 )

なお、 これらの炉跡からは、ほかに平安時代初期に属する土師器の杯・ 皿片が出

上している。 しかし、遺構は広場上面の整地上上に堆積 した、瓦器を含む暗茶褐砂

質土層の上面で検出したため、その造営時期を平安時代末～鎌倉時代初期に比定す

ることが可能である。また発掘区の南壁でも、木炭を含む小穴を 4基検出しており、

工房遺構はさらに南まで広がっていたとみられる。

また、炉跡の北側には、 4棟 の掘立柱建物、そ

れらと炉跡の間を画 し、 L字形に連なる塀 2条、

および掘立柱建物に取 り付 く塀 2条を検出した。

これらの建物、塀には少なくとも2時期の変遷が

ある。いずれも小規模で、柱間寸法にも規格性が

見られず、方位 も正方位から振れているので鍛冶

に関連 した仮設的な建物であろう。

H=70,000n

0                                                 15cm

50cm

図21 SX14207出 土靖塙 (1:2) 炉SX14207(上)・ 14203

平面・断面図 (1:20)

／

　

　

シ
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墓状遺構SX 14320

西調査区北端の西面築地跡の東側 に、長 さ180cm、 幅50cmの 長方形 の掘形 を持

つ遺構 SX14320が ある。 中には 4個 の凝灰岩 の切 り石 を東西方 向 に置 き、垂 直

方向に刺 さった状態の鉄釘を 4カ 所で検出 した。 おそ らく近世 の墓で、凝灰岩 の

上 には木棺が置かれていたとみ られる。

彎曲溝SD 14283

西調査区の旧構内道路北の段上で、西面築地回廊東縁 に沿 い、北 に行 くにつれ

て東へ彎曲 してい く幅 2～ 3.8m、 深 さ10～ 30cm程 の溝状遺構SD 14283が ある。

その性格 は不明であるが、中世以降のものとみ られ る。

土坑SK 14291

西調査区の旧構内道路北側東端で、南北 10.5m、 東西1.5m以 上、深 さ1.5m

の近代 の もの とみ られ る大土坑 SK14291が あ る。 その性格 は不 明であ るが、 中

には厚 さ60cm程の礫を含む層があり、あるいは水 はけをよ くするためのものであ

ろうか。

5 主な遺物

出土 した主な遺物には瓦埠類、土器、凝灰岩 の切 り石などがある。軒瓦の概要

を表 6に示すが、平安時代の新型式軒丸瓦7255Aが 見つか ったことが注 目される。

土器 は土師器、須恵器、瓦器、埴輪などがあるが、 きわめて少 ない。

表 6 第 217次調査出土瓦集計表

軒   丸   瓦

型 式 種 点数 型 式 種 点数

6130 B 3
6282

D 2

613ユ A l 不 明 1

6133

A 3
6284

A

B 5 不 明 5

C 3 6296 不 明 1

不 明 2 6311 B 1

6225
A 2 6320 A 1

C 2 7255 A 4

6282 B 型式不明 11

言十

軒 平 瓦

型 式 種 点数 型 式 種 点数

6663 B 1

6721
F 1

6664
C G 1

不 明 1 不 明 1

6666 A 1

6732
A 2

6682 A 1 C 8

6685 A 2 不 明 2

6691 △ 3 型式不明

6721
C 4 型式保留 新種 l

D l 平安時代 1

軒  平

道 具 瓦

種 類 点数

災 斗 瓦 3

面 戸 瓦 4

道具瓦計 7

文 字 瓦

種類 点 数

ヌ」叩 瓦 1

丸   瓦

奎員 と 44248
点 数

平  瓦

奎獣
`

22,35192

点数 28,495
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6133-B

図23 第217次調査出土軒瓦 (1:4)
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6 まとめ

今回の調査区からは埴輪片が出土 しており、またかつて東半部の広場では古墳

も検出している。 このように、 この地区の近辺には多 くの古墳があったと推測で

きる。そのような地域に、西調査区では厚さ lmに も及ぶ大規模な盛土による整

地を施 し、第一次大極殿地区を建設 したことが確認できた。また、第一次大極殿

地区の東西両築地回廊と石積擁壁部分の状況、変遷が確認できた。その結果、今

回検出した遺構は、基本的にこれまでの調査で知 られた本地区東半部の遺構 と左

右対称の配置をとり、同 じ変遷をたどっていたことがわかった。 これにより、今

後の本地区の整備に向けての良好な資料を得ることができた。

また、平安時代末～鎌倉時代初期と見 られる炉跡を検出し、本地区を鋳銅工房

として利用 していたことが明らかとなった。さらに墓があるなど、 この地域の後

世の土地利用のあり方の一端が判明した。

ただヽ今回は旧構内道路に沿った狭長な調査区となったため、周辺の遺構 との

関連を十分とらえることはできなかった。西面築地回廊の西側にあたる第一次大

極殿地区外の状況や、広場に掘 られた土坑SK14240の 性格、鋳銅工房遺構の広

がりなど、今後の周辺の調査によって解明されるべき課題 も多い。

(舘野和己・ 森本 晋)
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6 宮北面大垣の調査  第215-6次

住宅改築に伴う事前調査。平城宮の北面大垣については、 これまでに第23次、

34次、第161-1次 、174-16次、191-4次 調査などを行ない、築地や前身の掘

立柱塀を検出している。今回の調査区は北面大垣の西端近 くにあたり、西側および

北側隣接地は、過去の調査で近世頃から沼地状になっていたことが判明 している。

本調査区も近世以降の破壊が著 しいが、東南隅で北面大垣のごく一部を検出した。

北面大垣SA2300は 、版築 による築地積土が厚 さ0.4mほ ど残 る。 うち0.2m

ほどが掘込み地業である。築地の南端は調査区外だが、過去の調査で基底幅2.lm

と判明 している。SD01は その北約1.Omに ある雨落溝である。幅約1.lm、 深 さ

約0,4m。 溝肩から溝底にかけて一面に瓦が覆っていたが、すべて丸・ 平瓦で軒瓦

は出上 しなかった。SA2330は SA2300の 前身の掘立柱塀である。一辺約1.6mの

柱掘形を 2個検出したにとどまる。ともに柱抜取り穴があり、柱間は10尺 である。

SK02は 中世の土坑。SD03は 近世の南北大溝。西岸を石積み、東岸を丸太で護

岸する。幅約3.2m、 深さ約1,lmo sD04は 近世末の南北大溝で、幅約3.8m、

深さ約1,Om。 両岸を転用材で護岸する。SD03の付け替えであろう。 (毛利光俊彦)

SD 03

4

SD 04

SA 233

IX-19,1009           51m
図24 第215-6次調査遺構図 (1:100)
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7 東院地区東辺の調査  第215-7次

1 はじめに

平城宮の東 に接する法華寺の集落西辺で住宅の増築工事があ り、 これに先行 し

て発掘調査を実施 した。調査 は1990年 8月 21日 に開始 し、 8月 25日 に終了 した。

調査 は面積約35だ のA区 を中心 として、 その西北約 10mの 地点 に面積約 7ど のB

区を設 けて調査を実施 した。なお、本調査区の北 と南にそれぞれ第79-7次、第79

‐ 4次の既往の調査区が存在するため、本項ではこれ らの成果を含めて報告する。

2 基本層位

いずれの調査区において も厚 さ約10～ 15cmの 表上の直下が暗黄褐色粘質上の奈

良時代の整地土、および黄褐色砂質上の地山とな り、 これ らの上面で奈良時代の

遺構を検出 した。 とりわけ本調査のA区 では、調査区の東半部 は地山が高 まって

お り、中央部か ら西にかけて次第 に厚 く奈良時代 の整地上が堆積 している。

3 遺  跡

遺 構 奈良時代の掘立柱建物 2棟、掘立柱塀 1条 のほか、 中世～近世の上坑 な

どがある。

SB13620A・ B 本調査のA区、第79-4次 、第79-7次 の各調査区において、

この建物の柱穴を検出 した。本調査のA区では西端 と中央部やや西寄 り、および

東端の 3地点 において、 それぞれ南北 に重複す る一辺約 1～ 1.2mの柱掘形 を計

6個検出 した。 いずれ も南側の掘形が新 しく、掘形中央に直径約30～ 40cmの 柱抜

取 り痕跡がある。 3箇所すべてを断ち割 ったところ、調査区中央部の 2つ の掘形が

約0.9～ 1.lmと 最 も深 く、次 いで東端 の掘形 が約0.5～ 0.6m、 西端 の掘形 は約

0,3～ 0.35mと 、三者 に大 きな差が認め られる。おそ らく西端の柱掘形 は西庇に相

当するものと思われる。中央部の柱掘形の北 と南の延長線上には、79-7次 および

79-4次調査区で も同様の柱掘形 を検出 している。 したが って、 SB13620は 桁行

3間以上、梁間 3間、西庇付掘立柱建物南北棟で、柱間寸法は桁行、梁間、庇の出

ともに10尺等間の規模を持ち、 ほぼ同位置で建て替え られているものとみ られる。
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SA 13630 本調査のA区で検出 した南北塀である。79-7次 調査区では東半部

の削平が著 しく、SA 13630の 北の延長線上にあたる箇所 に柱掘形を検出 してい

ない。本調査区内におけるSA 18630の 柱間寸法 は2,7～ 3.Om(9～ 10尺 )で
ある。

遺 物 出土遺物 はきわめて少 ない。 sB 13620の 柱掘形か ら軒丸瓦6282Ba型

式 1点 が出土 したほか、表土層から中近世の上器片が微量出土 した。

4 まとめ

既往の調査区を含めた 4つ の調査区は平城宮東院地区の東端部に位置 し、本調

査区の東約 8mの 位置 には平城宮東面大垣が想定 される。 SB 13620や SA 13630

は、東面大垣に接 して存在する平城宮東院の、何 らかの役所の建物 と考えられる。

|

|

79-7次

本調査 A区

I

図25 第215-7次 調査遺構図 (1

(本中 真)

|

Ｎ
Ａ

l_________― ――――――ヨn

本調査B区
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8 内裏北方官行・大膳職地区の調査  第215-13次

1 はじめに

本調査 は、佐紀町内の下水道敷設工事 に伴 う事前調査である。立坑 掘削部分 9

箇所の発掘調査 と立坑間の開削部分 7箇所の立会調査を実施 した。調 査地 は、佐

紀池 と御前池を分 ける堤か ら東方、平城天皇楊梅陵 (市 庭古墳)の 南 を通 る道路

上で、現在 この道路は、大半が平城宮の史跡整備地 と住宅地 とを画す る境界 となっ

ている。従来 この路面下 について は発掘調査を行 なっていないため、 今回の調査

によって平城宮関係 の遺構 の検 出が期待 された。 立坑部分 の調査面 積 は118だ

(開 削部分 131だ )で あ る。調査 は10月 17日 に開始 したが、工事 の進 行 に合 わせ

て断続的に実施することとな ったため、全調査が終了 したのは 1月 25日 である。

2遺  構

Na 4立坑 において築地の積土 と思われる遺構、血 7立坑で柱穴 1個 を検出 した

ほか、 Nα 6立坑で市庭古墳周濠を確認 した。

仕 紀 池

図26 第215-13次 調査位置図 (115000)
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図27 第215-13次調査遺構図 (1:100)

Nα 4立坑の築地積土は、現道路面の約90cm下 から検出 したもので、上部はすべ

て攪乱を受けているため、痕跡程度 しか残 っていない。硬質の黄褐色砂礫の基盤

層 (地 山)の 上に黄褐色粘土、灰色粘土、灰黄褐色混砂粘土、少量の砂を含む黄

褐色粘土が認められる。基盤層上面か ら積土の上部までの高さは最大35cm程度で

ある。調査区の北半が旧水路の影響で還元されているうえに、幅の制約 もあって

明確な雨落溝などは確認できず、そのため築地心の確定 はできなかった。 この築

地 は、南辺のSA8100お よび東辺のSA350と 同様 に、宮内省大膳職 の北辺 を画

するものと考えられる。第139次 調査においては、内裏北外郭の築地東北隅を検

出している (『 昭和57年 度平城概報』所載)が、その位置を国土座標系に換算す

ると、 X=-145,088.0、 Y=-18,175.4と いう数値が得 られる。それか ら平城

座標 (方 眼北から0° 7′ 47″ 西偏する局地座標)上で内裏北外郭の築地がまっ
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す ぐ西に延 び、大膳職北辺の築地 もそれ と築地心 を揃えていた と仮定す ると、今

回の調査地での築地心の推定位置 は、 X=-145,088,7、 Y=-18,496.0と な る。

これは調査区の南端か ら1.7mほ ど南 にあた る。 したが って、 この場合、今 回検

出 した築地 はその北寄 りの部分に相当す ることになるが、 こうした想定 の正否 に

ついては、周辺の調査の進展をまって検討す る必要があろ う。

Nα 7立坑 の柱穴 は現道路面の約55cm下か ら検出 したもので、上部の黄褐色粘質

土か らは奈良時代の瓦片少量が出土 した。 Na 7立坑 は市庭古墳墳丘内部 にあた り、

柱穴 は墳丘 を削平 した地山面か ら掘 り込んでい る。血 4立坑 と同様 に、今回の調

査地での築地心の位置を推定すると、 X=-145,088.5、 Y=-18,352.0と な る。

これ は調査区の南端か ら0.5mほ ど南 にあたる。 したが って この柱穴 は築地 にと

もな うものである可能性が高いが、正否 について は、やはり周辺 の調査の進展 を

まって検討 しなければな らない。

Nα 6立坑 は市庭古墳前方部西南の周濠内濠部分 に位置す る。市庭古墳関係 の調

査 には第 10、 11、 13、 20、 82-7、 95-6・ 11、 103-2、 126次 調査 な どが あ

り、奈良時代 に市庭古墳を破壊 し、濠を埋 め立 て、整地を行 な って平城宮を建設

した状況が明 らかになっている。 その整地土 の下 か ら墳丘 の一部や内濠SG2150

を検 出 してお り、墳丘 を切 り崩 した黄褐色系粘質土 の整地土、古墳 の葺石、濠

図28 第215-13次調査出土軒瓦 (1:4)

ゴt麦墓極≦こ静,

下 諺
ノ
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の底面 までの上層な どを確認 している。濠底 の標高 は西南隅で は71,7mで ぁ る

(『平城宮北辺地域発掘調査報告書』,『 平城宮発掘調査報告』Ⅶ)。 今回の調査

区では、現道路面の約70cm下 か ら黄褐色系粘質上の整地上を検出 し、 この面か ら

奈良時代の軒丸瓦、軒平瓦が多数出土 した。整地上 は約60cmの 厚 さで終 り、その

下に茶褐色粘質土、灰茶色粘質土、黒色粘質上 の面が続 き、 これ らが古墳周濠部

の埋土 と考え られる。黒色粘質上の面で葺石の落込み状況を確認 した。濠底の標

高は71.9mで ぁ った。

3遺  物

出土遺物は全体に僅少で、少量の上師器細片 と瓦類が出土 しているにすぎない。

軒瓦 は、 Nα l立坑か ら近世の軒平瓦が出上 したのを除 くと、全て Nα 6立 坑か ら出

土 した ものである。 6225、 6284型式 もわずかにあるが、主体 とな るのは631lA・

B-6664D・ F、 6314B-6ら 66Aと い う平城宮軒瓦編年 の第 Ⅱ期前半 の組合せで

ある。 これ らの型式・ 種は内裏地区において卓越することが明 らかになってお り、

この地域が内裏 と密接な関わ りをもっていた ことを示唆す るものとみ られる。

(小澤 毅・ 森 公章)

表 7 第215-13次調査出土瓦集計表

軒 丸 瓦

型  式 種 点 数

6225 A と

6282 不 明 l

6284 不 明 1

6 3  1  1

A 6

B 1

不 明 2

6314 B 5

C 1

型 式 不 明 2

軒 丸 瓦 計 2 0

丸   瓦

重 量 k9 1079
点  数

平 瓦

重 量 k9 1173
点  数

軒 平 瓦

型  式 種 点 数

6664
D 1

F 1

6666 A 2

型 式 不 明 2

中世 以 降 1

軒 平 瓦 計 7
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